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第95期の役員人事
（敬称略）

　株式会社バンザイ（柳田昌宏社長）

は、去る6月25日に第94期定時株主

総会を開催、その後に開催された取締

役会にて新体制（右一覧）が決定した。

　同社の第94期の売上高は313億

5,100万円（前期比6億円増）、営業利

益は11億4,500万円（前期比4,100

万円増）、経常利益は11億7,500万円

（前期比5,000万円増）、当期純利益は

7億6,300万円（前期比5,100万円

増）となった。2019年度の自動車整備

総売上高が3年連続の増加という追い

風を受けてか、本業の売上高、また不動

産事業、昨年8月に1周年を迎えた「ス

ーパーホテル東京・芝」のホテル事業

を含めた経常利益において近年にない

結果を残すなど増収増益となった。

　第95期において同社は、中長期的な

成長を実現するために必要な、「営業改

革」と「社内業務改革」の2つの具体的

な施策を推進し、今後の自動車を取り

巻く環境の変化に対応できる効率的な

営業活動の実現、業務の効率化と働き

やすい職場環境の整備に努めるとしてい

る。

　なお、第95期の計画は売上高310

億円、営業利益10億円、経常利益10

億円を掲げているが、これは新型コロナ

禍前に策定した計画であり、今後、修正

が予定されているという。

94期は増収増益に

株式会社バンザイが定時株主総会・取締役会を開催

新役員人事も発表
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― 70周年を迎えての率直な感想をお
聞かせください。

田中社長（以下、田中）　この度、70周
年を迎えることができ、大変嬉しく思いま
す。
　1950年設立の10年後に、設立当初
の想いを社是として「お互いに誠実でた
ゆまず前進し軽くて強くて使い良い工具
を創り社会に貢献しよう」を、社訓として
「信用・誠実・協調・創造・実行」を設
定しました。
　全社員がこの想いを共有し成長できた

ことが当社の発展に大きく貢献し、振り
返れば様々な変革（時代）を全社一丸で
乗り越えた70周年の軌跡になっていると
感じています。

―これまで会社が続いてきた要因を挙
げるとしたら、何でしょうか？

田中　先ほど述べた社訓に「協調」とい
う言葉があります。ＫＴＣは社内での一貫
生産体制を構築し、マーケティングから
企画開発までの開発体制や量産に必要
な生産技術力、品質管理力を強みとして
進んでまいりました。

　ものづくりは一人ではできず、「互いに
協調する」ことが重要です。設立当初か
らのものづくりにより深耕されたＫＴＣの
基盤の一つ、「協調」を全社で意識し取
り組んだことが会社存続の要因の一つと
考えています。
　これは労使関係にも現れており、世間
的に労使が反目した時代にも労使協調を
基本に互いの立場を理解し、尊重してま
いりました。

―飛躍のきっかけになったターニング
ポイントは何でしょうか？

田中　まだ自動車が普
及していない時代に今
後のモータリゼーショ
ンを予測し、ＫＴＣの工
具が社会に必要になる
と考えました。そこで当
社の生産技術力や品質
管理力をアピールし、
自動車メーカー様にＫ
ＴＣの工具を車載工具
として認めて頂きまし
た。これがきっかけと
なり、自動車業界でＫ
ＴＣの名前を知って頂
き、飛躍につながった

と考えています。

―一方で時には危機的な状況もあっ
たかと思いますが、いかにして乗り越え
たのでしょうか？

田中　リーマンショックでは当社も売上
が大きく落ち込み、苦境に立つこととなり
ました。しかし設立当初より培ってきた製
品開発力、生産技術力、品質管理力を
社内で結集（協調）し、自動車メーカー
様のご要望やお困りごとの解決に取り組
み、苦境ながらも全社一丸となり、ＫＴＣ
の存続に努めました。
　また直近では、コロナ禍における国内
自動車販売台数の減少や生産調整によ
り、自動車メーカー様向けにご提供して
いる工具類の販売数に影響するなど、当
社にとっても厳しい環境下にあります。
　このような中、当社としましては、昨年
発売し大変好評を頂いている「オイルフィ
ルターキャッチャー」や直近に発売しまし
た「オイルフィラーキャップオープナー」な
ど、整備現場の効率化や少人化などの
課題解決に寄与する新製品の提供を通じ
て、皆様と共にこの厳しい環境を乗り越
えてまいりたいと考えています。

―70周年を迎えた同じ年に、整備業
界では特定整備がスタートという変革の
年となりました。「電子制御」がキーワ
ードになるわけですが、このところハンド
ツールと電子制御の融合を図っている御
社から特定整備、来るべきＯＢＤ車検に
ついて思うところはありますか？

田中　ＫＴＣのミッション（存在意義、使
命）は「安全、快適、能率・効率、環
境をコンセプトとした製品を提供すること
により安全・安心な社会を実現すること」
です。
　一方、整備業界における変革と言える
「特定整備」や「ＯＢＤ車検」は社会の安

全・安心につながるため、当社としては
積極的に関与し課題解決につながる製品
やサービスで整備業界をアシストしたいと
考えています。
　一昨年に発売いたしました「ＴＲＡＳＡ
Ｓ」シリーズや、昨年リリースしました整
備記録アプリ「ｅ-整備」は、タイヤ交換
作業におけるトルク管理の見える化によ
り、「ポカヨケ」や現場の不安解消を実現
すると共にタイヤ溝残量の記録など、こ
れまで手書きで行っていた作業を自動化
し作業現場の時短と作業品質向上を同
時に実現します。
　「特定整備」や「ＯＢＤ車検」など整備
現場のデジタル化が進む中においても
整備そのものは“ヒト作業”が
主体であり、こうした「ヒ
ト作 業 のＩｏＴ化」
がこれからの時代に
必要であると考えて
います。

―人生100年時
代と言われておりま
すが、100周年に
向けての展望・抱
負をお願いします。

田中　時代は大きく
変わる中、“ 安全・

安心な社会の実現”という当社の使命は
変わらないテーマでありますが、ＩｏＴやデ
ジタル化など工具に対する考え方や担う
べき領域は時代により変化すると思われ
ます。またこれから30年、モビリティ社
会は目まぐるしく変化すると考えられます。
　このような中、ＫＴＣは今後も時代に合
った「工具（tool）」を追求し続け、「工
具（tool）」事業を中心としたものづくりや
サービスを通じて、自動車産業そして社
会に貢献してまいります。

―ありがとうございました。

協調の精神を胸に、これからも
安全・安心な社会の実現に貢献します

田中　滋
インタビュー

京都機械工具株式会社 代表取締役

　1950年の会社創立以来、「安全・安心な社会づくり」に不可欠な、信頼
性が高く、高品質な工具の提供を通じて、社会に貢献してきた京都機械工具
株式会社ことＫＴＣ。この8月で創業70周年を迎えたことを記念して、同
社の歩みと今後について田中滋社長にお話を伺った。

京都機械工具株式会社 創業70周年記念 代表取締役インタビュー

TRASAS と e- 整備の強力タッグ
オイルフィルターキャッチャー

オイルフィルターキャップオープナー
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　世界的な自動車整備機械の総合メ
ーカーであるLAUNCH社が開発した
LAUNCH X-431 PAD Vは、最 先
端の専門診断が瞬時にできるスキャン
ツールである。国産車と輸入車のあら
ゆる最新乗用車と商用車に対応し、
OEレベルの高精度な診断を可能とし
ている。

抜群の操作性を実現

　SmartBox 3.0は、J2534規格の
車両（1996年以降のアジア、米国、

欧州の車両）の再プログラミングと診
断機能があり、高速DoIPおよび
CAN FD診断も可能である。
　10.1インチの大型
タッチスクリーンは、あ
らゆる作業環境で的確
な操作を実現。8コア
プロセッサー、5Gデュ
アルWi-Fiモジュール
を備え、すばやい動作
スピードで作業効率ア
ップに貢献する。

様 な々モジュールやアクセサリを用意

　多くの最新車両に対応可能であり、
モジュールおよびアクセサリには互換
性を持たせている。 追加アクセサリと
して、ADAS、オシロスコープ、センサ
ー、バッテリーテストデバイス、内視
鏡、Wi-Fiプリンターなどが用意されて
おり、多様なニーズに対応できる。

www.cnlaunch.com

（総発売元：Launch Tech Co.,Ltd　メール：xiuli.wang@cnlaunch.com）

LAUNCH X-431 PAD V
ハイスペック次世代スキャンツール

株式会社バンザイ

　７インチの大画面で、診断結果が見やすい新型のスキャンツール。
対象車両との接続が完了すれば、メーカー選択・車種情報の自動判
別（※一部車両のみ対応）が可能なので、長い目でみれば作業時間
の短縮に貢献する。また、USB接続することで、PCでも診断データ
の閲覧・保存が可能なばかりか、エイミング実施後にPCにて結果証
明書の作成も可能となっている。
　本体のシステムのアップデートはインターネットで簡単に実行でき、
3年間は無償で行うことができる。
　サポートも充実しており、3年間の本体保証と、故障コードに関す
る疑問解決電話窓口「スキャンツールホットライン」が1年間無償で
利用できる。
　本体寸法は（W）255×（H）140×（D）35mm、国産乗用車・国
産トラック・欧州車・重機車両（一部）に対応。

マルチサポートツール・MST-7R
7インチの大画面！新型スキャンツール

https://www.banzai.co.jp

KTC（京都機械工具株式会社）

　素手で開けられないほど固くなっているオイルフィラーキャップを、 プラ
イヤ等の工具を使って開けるとキャップを傷つけてしまうことがある。こん
な時、「オイルフィラーキャップオープナー」AE30を使用すれば、 固着し
て素手で回らないオイルフィラーキャップを傷つけずに簡単に緩めることが
できる。また、 外したオイルフィラーキャップは製品の上に載せておくこと
ができ、 紛失や締め忘れを防止することができる。材質は、 軽量で耐油性
に優れたポリプロピレン製。 本体色はエンジンルーム内で目立つ明るいカ

ラー（イエロー）を採用し、 
視認性を向上させている。
適応は、 凸形状を採用する
全メーカーのオイルフィラー
キャップ（多角形状のキャッ
プには非対応）。

オイルフィラーキャップオープナーAE30
固着したキャップを簡単に緩められる

https://ktc.jp/

固着したキャップを傷つけずに簡単に緩められる解決１

手が届かないところにもハンドルを
組合せれば簡単にアクセス可能

プライヤーや傷つき防止の布は
もう必要ありません

安全 快適

キャップの置き場になり、
紛失や閉め忘れを防止解決2

目立つカラー（イエロー）で置き忘れを防止

安全 能率・効率

課題１
素手で開けられないほど固くなっているオイルフ
ィラーキャップを、プライヤ等の工具を使って開
けると、キャップを傷つけてしまうことがある！

課題2
キャップを紛失したり、作業中に閉め忘れたりす
ることがある！

2020
これがすごい！！

in Summer

Wonderful Products

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から各種イベントが
相次いで延期・中止を余儀なくされた。自動車整備業界で言えば、
3月のIAAEが延期となったことは出展者は元より来場予定者にとっても
実に残念なことだった。とはいえ、その後も含めて続 と々魅力的な
新製品は登場しており、ここでは厳選して3点紹介する。
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（総発売元：Launch Tech Co.,Ltd　メール：xiuli.wang@cnlaunch.com）
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https://ktc.jp/
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　ドイツに本社を置くテュフ ラインラン
ド ジャパン株式会社は、わたびき自動車
工業株式会社の戸田工場に対し、クラ
シックカーガレージ認証を発行した。
　クラシックカーガレージ認証とは、ク
ラシックカーの修理・整備などを行う工
場に対する認証で、修理・整備の技術、
品質、機器・設備に加え、工場の運
営・管理、法令遵守、お客さま対応な
ど、11カテゴリー 150項目以上の基準
に基づいて監査を実施し、基準を満たす
ことでようやく取得することができる。
　この認証が生まれた背景として「良い
工場の見える化」というものがある。
　整備と異なり、鈑金塗装には認証制
度がないため、名乗ろうとすれば誰でも
鈑金塗装業者を名乗ることができてしま
う。特にクラシックカーともなると、より
高い技術と深い知識が要求される。その
ような状況の中で鈑金塗装工場の評価

基準を設けることで「見える化」を図
り、業界の発展に繋げるのが目的だ。
　今回クラシックカーガレージ認証を取
得したわたびき自動車工業は、大正7年
創業の歴史ある高級車専門の鈑金塗装
工場。今回の認証取得に関しては、技
術面では確かなものがあったものの、工
場の様々な環境までも評価基準に含める
テュフの認証は一筋縄ではいかず、社員
一丸となって工場の環境を整えたことに
より認証取得に至った。
　代表取締役 綿引大介氏は「今までは
鈑金塗装という業務内容上、お客さまが
車をぶつけて凹んでしまった箇所の修理
など、お客さまにとって良くない事態が
起こった時に必要とされるといった意識
がどうしてもどこかにあり、積極的な営
業活動は行っておりませんでした。しか
し今回クラシックカーガレージ認証を取
得することができましたので、今後は自
信を持って弊社の技術・安心・安全性
をお客さまに直接訴えかけてまいりたい
と思います」と意気込みを語った。
　なお、今回はクラシックカーガレージ
認証以外に鈑金塗装ゴールド認証も同
時に取得しており、国内では2例目とな
る快挙となった。

わたびき自動車工業
テュフ クラシックカーガレージ認証を取得

わたびき自動車工業株式会社
戸田工場
〒335-0026埼玉県戸田市新曽南3-17-4
TEL　048-441-4409

認証取得に際して新設した調色室

クラシックカーに必要不可欠な認証

代表取締役 綿引大介氏

集客の心強い味方となるか？
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有償運送許可情報
Onerous transportation permission information of the mounth

帰ってきた！

有償運送許可証の許可期間が
12月31日まで再び延長に

緊急事態宣言の解除後は
複数開催で皆さまのニーズに対応

　弊社では、自家用ナンバーの車積載
車しか持っていない事業者でも、有償に
て事故車等の排除業務を行うための許
可を得られる有償運送許可研修を毎月
開催していることは5月のこのコーナー
でもお伝えした通りだ。ただし、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止の観点か
ら、2回にわたって国土交通省より研修
の開催延期要請が発せられたことも同月
号でお伝えしたところである。
　一方で、6月以降はというと、当該期
間中に多数のお申込み（＋日程変更のお
願い）をいただいたことを受けて、その
受け皿とすべく6月だけで6回の研修を
開催するに至った。

ここへ来て3度目の通達が届き
許可期間が12月31日まで延長

　これでお待ちいただいていたほぼすべ
ての受講者をカバーできたはず！ と思っ

ていたところに、まさかの3度目の通達
が国交省より届いたのである。よもや、
3度目の開催延期要請ではあるまいな？ 
と思ったものの、そうではなかった。研
修については、厚生労働省のホームペー
ジも参考にしつつ、感染防止の観点に
基づき、受講人数・会場等を調整する
等、必要な感染防止のための対策を十
分に講じた上で開催するようにとのこと
だった。問題はその先で、上記感染防
止対策を講じることによって、対策を講
じられる会場が十分に確保できず、その
結果として受講希望者が研修を受講でき
ない状況が発生しかねないとして、「令和
2年12月30日までを期限として行われ
ている車積載車による事故者等の排除
業務に係る自家用自動車の有償許可で
あって、当該許可の期限を過ぎることに
なるものについては、令和2年12月31
日まで、当該期限が延長されたものとし
て取り扱う」としたのである。要するに、
3度目の許可期間延長措置が取られたと
いうことなのである。

　とはいえ、「じゃあ急がずとも11月ぐ
らいまでに受講すればいいや」と全員が
全員思ってしまうと、再び希望者が殺到
してしまうことになりかねないので、早め
の受講をオススメしたい。

▶ 本コーナーでは情報を募集しています。こんなことで困っている等あれば、ぜひ編集部までお寄せ下さい！

● 研修を実施する場合においては、
厚生労働省ホームページも参考に
しつつ、感染防止の観点から受講
人数・会場等を調整する等必要な
感染防止のための対策を十分に講
じた上で実施すること

● ４月から６月までに研修を受講でき
なかった者が７月以降順次、研修
を受講するようになることを踏まえ
ると、会場や講師の確保、他の研
修と日程が重なるなど、開催が困
難な状況にあることを考慮し、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のための一時的な措置として、
令和2年12月30日までの期限の
ものについて12月31日まで延長
されたものとして取り扱う

国土交通省の通達

事故車等の排除業務に係る「有償運送許可研修」開催のお知らせ

お問い合わせ

□ 開 催 日／会 場

株式会社せいび広報社　会議室　［所在地］東京都大田区西蒲田6-36-11西蒲田NSビル5F場　所

八木正純・榊原慎
株式会社せいび広報社
せいび界 編集部

□ 講　  師

せいび界 編集部 TEL：03-5713-7603

参加者１名あたり 15,000円 
 ※消費税込み、当日ご持参ください

□ 受 講 料 □ 時 間

各回20名まで
定員になり次第、日程変更を
お願いすることがあります。

□ 定　  員
① 書籍「経営戦略データ」プレゼント
　※自動車の販売台数や車検台数など、自動車関連業者必携の書です（定価2,500円）

□ 特　  典

② 自動車整備早わかりDVDシリーズ プレゼント

［申込み締切：3月28日］

プレゼント

株式会社せいび広報社主催

出張開催もいたします。

同じ地域で5～10名集めて

いただくことが条件です。

お問い合わせください。
約４時間
13:00～17:00

令和2年8月5日 ㊌
［申込み締切：7月22日］
会場：大田区産業プラザPiO
（東京都大田区南蒲田1-20-20）

令和2年8月22日 ㊏
［申込み締切：8月8日］
会場：せいび広報社　会議室

せいび界
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静　岡　工　場

真岡商品課

上田商品課

静 岡 県 菊 川 市 赤 土 1 2 2 0
〒43 7－1 5 0 7　電話  0 5 3 7－7 3－2 9 1 1
栃 木 県 真 岡 市 松 山 町 8 － 1
〒32 1－4 3 4 6　電話  0 2 8 5－8 0－6 1 3 1
長 野 県 上 田 市 諏 訪 形 1 4 8 6
〒38 6－0 0 3 2　電話  0 2 6 8－2 9－1 1 5 2

本社 ： 東京都港区赤坂1-1-12 明産溜池ビル9F 〒107-0052 電話 03（6684）4181
ホームページ ： https://www.seiken.com/
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会  

　
長
　
柳
　
田
　
昌
　
宏

副 

会 

長
　
斎
　
藤
　
智
　
義

一
般
社
団
法
人

日
本
自
動
車
機
械
工
具
協
会

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七―

二
三―

五

電
話
　
〇
三
（
三
二
〇
三
）
五
一
三
一
㈹

U
RL

　https://w
w
w
.jasea.org/

〒160-

0022

専
務
理
事
　
木
　
場
　
宣
　
行

〒107-

6117
東
京
都
港
区
六
本
木
六―

十―

一
森
タ
ワ
ー
十
七
階

電
　
話
　
〇
三
（
三
四
〇
四
）
六
一
四
一
㈹

U
RL

　https://w
w
w
.jaspa.or.jp/

　
　
日
本
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会

日
本
自
動
車
整
備
商
工
組
合
連
合
会

会
　
　
長
　
竹
　
林
　
武
　
一

一
　
　
般

社
団
法
人

暑中見舞い申し上げます

暑
中
お
見
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い
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大
阪
市
福
島
区
鷺
洲
二―

十
五―

二
十
四

電
　
話
　
〇
六
（
六
四
五
八
）〇
〇
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
六
（
六
四
五
八
）〇
〇
三
〇

〒553-

0002

代
表
取
締
役
社
長
　
北
　
村
　
倍
　
章

東
京
都
港
区
芝
二―

三―

三
芝
二
丁
目
大
門
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
６
階

電
　
話
　
〇
三
（
三
四
五
七
）
一
二
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
四
五
七
）
一
二
四
六

https://w
w
w
.lotas.co.jp/

〒105-

0014
会
　
長
　
小
　
川
　
晃
　
一

全
日
本
ロ
ー
タ
ス
同
友
会

株
式
会
社

 

ロ

ー

タ

ス

株
式
会
社

 

ロ
ー
ト
ピ
ア

千
葉
県
成
田
市
桜
田
二
九
六―

三
八

電
　
話
　
〇
四
七
六―

七
三―

五
五
〇
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
七
六―

七
三―

五
五
〇
八

https://w
w
w
.nats.ac.jp

〒287-

0217

　
日
栄
学
園

　
日
本
自
動
車
大
学
校

学
校

法
人

専
門

学
校

矢
　
部
　
　
　
明

理 

事 

長

学 

校 

長
東
京
都
大
田
区
池
上
一―

二
二―

一
三

電
　
話
　
〇
三―

三
七
五
一―

六
一
二
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三―

三
七
五
四―

四
三
四
三

U
RL http://w

w
w
.air-asahi.com

/

〒146-

0082

　 

旭
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
山
　
田
　
誉
　
路

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
管
理
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　検
査
・
整
備
機
器
の
企
画
・
製
造
・
販
売

代
表
取
締
役
　
津
　
島
　
信
　
一

Ｄ
Ｒ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
鎌
倉
三―

十
八―

六

電
話
　
〇
三―

三
六
七
三―

五
五
五
二

U
RL

　https://w
w
w
.5552.co.jp

〒125-

0053

昭和46年3月　認証工場会員数400社
を以って協同組合を設立し、更に平成20
年11月の新法施行により平成22年5月、
協同組合を解散し、同年一般社団法人を
設立し、東京法務局新宿出張所の専管
認可協会として、道路運送車両法第95
条に基づく事業と経済事業を兼ねた団体
運営を効率的に推進し、通算団体経歴
51年を迎えています。

一般社団法人
東京都自動車事業振興協会

新宿区住吉町 1-15 並木ビル 7階
TEL　03-3357-0755

会　　長　板橋　一男
副　会　長　渡辺　和行
専務理事　和田　成生

神
奈
川
県
横
浜
市
都
筑
区
池
辺
町
三
六
六
〇
番
地

電
話
　
〇
四
五
（
九
三
四
）
二
三
一
一
（
振
興
会
直
通
）

電
話
　
〇
四
五
（
九
三
三
）
七
九
〇
一
（
商
工
組
合
直
通
）

https://w
w
w
.car-jp.com

/

〒224-

0053

市
　
川
　
英
　
治

会  

　
長

理 

事 

長

　
　
神
奈
川
県
自
動
車
整
備
振
興
会

神
奈
川
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合

一
　
　
般

社
団
法
人

栃
木
県
宇
都
宮
市
八
千
代
一―

九―

十

電
　
話
　
〇
二
八
（
六
五
九
）
四
三
七
〇

〒321-

0169
栃
木
県
自
動
車
整
備
振
興
会

一
　
　
般

社
団
法
人

会
　
長
　
喜
　
谷
　
辰
　
夫

副
会
長
　
小
　
平
　
雅
　
久

副
会
長
　
阿
　
部
　
健
　
三

副
会
長
　
齊
　
藤
　
　
　
功

　  

愛
知
県
自
動
車
整
備
振
興
会

愛
知
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合

一
　
　
般

社
団
法
人

愛
知
県
名
古
屋
市
昭
和
区
滝
子
町
三
〇―
一
六

電
　
話
　
〇
五
二
（
八
八
二
）
三
八
三
四
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
二
（
八
八
二
）
三
八
四
二

〒466-

8558

坪
　
内
　
恊
　
致

会  

　
長

理 

事 

長
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神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
久
地
八
五
三
番
地
一

電
　
話
　
〇
四
四
（
八
三
三
）
二
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
八
一
一
）
六
六
五
九

〒213-

0032

三
栄
工
業
株
式
会
社

三
栄
電
子
機
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
山
　
田
　
勝
　
己

東
京
都
大
田
区
大
森
西
三―

三
一―

八

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ジ
ェ
田
中
ビ
ル
六
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
（
三
二
九
八
）
七
〇
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
二
九
八
）
三
四
九
三

〒143-

0015

自
動
車
整
備
業
シ
ス
テ
ム 

モ
ー
タ
ー
ジ
ム
シ
リ
ー
ズ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
平
　
間
　
律
　
子

株
式
会
社
バ
ン
ザ
イ

代
表
取
締
役
社
長
　
柳
　
田
　
昌
　
宏

東 

京 

都 

港 

区 

芝 

二―

三
一―

一
九

電
　
話
　
〇
三―

三
七
六
九―

六
八
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三―

三
四
五
六―

四
六
九
一

〒105-

8580

株
式
会
社
イ
ヤ
サ
カ

代
表
取
締
役
社
長
　
斎
　
藤
　
智
　
義

東
京
都
文
京
区
湯
島
三-

二
六-

九

電
　
話
　
〇
三―

三
八
三
三―

六
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三―

五
六
八
八―

七
〇
六
一

〒113-

0034

Ｎ
Ｇ
Ｐ
日
本
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

株
式
会
社
Ｎ
Ｇ
Ｐ

東
京
都
港
区
高
輪
三
丁
目
二
十
五
番
三
十
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
ビ
ル
二
階

組
　

合
　

事
　

務
　

局
　
電
　
話
　
〇
三
（
五
四
七
五
）
一
二
〇
八

株
式
会
社
Ｎ
Ｇ
Ｐ
　
電
　
話
　
〇
三
（
五
四
七
五
）
一
二
〇
〇
㈹

〒108-

0074

佐
　
藤
　
幸
　
雄

理
　
事
　
長

代
表
取
締
役

一般社団法人日本自動車機械器具工業会

整備機器メーカー５４社のホームページとリンクしています

http://www.jamta.com

JAPAN AUTOMOTIVE MACHINERY & TOOL MANUFACTRERS ASSOCIATIONJAMTA

https://www.zenkeijikyo.or.jp/

全国軽自動車協会連合会一　　般
社団法人

〒105-0012 東京都港区芝大門１丁目１番 30号 日本自動車会館　TEL：03（5472）7861

株
式
会
社
ア
ル
テ
ィ
ア

代
表
取
締
役
社
長
　
濱
　
﨑
　
弘
　
路

東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西
七―

二
十―
一
〇

電
　
話
　
〇
三―

五
六
五
九―

八
一
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三―

五
六
五
九―

八
二
三
六

〒134-

0088
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https://www.basesystem.co.jp

[ ハートを持った高機能 ]

自動車整備支援システム
MOTORJIM　シリーズ

アンケート用紙またはコピーに希望する

商品などアンケートのご回答と必要事項

をご記入の上、FAX にてご応募下さい。

応 募 方 法

締　切読者アンケート（プレゼント応募用） 2020 年 8月 31日（月）　※当日到着分まで有効

◆　プレゼントする商品
（希望する商品いずれか1つにチェック）

□ KTCトートバッグ 3名様

□ ブレーキ & パーツクリーナー 3名様

◆　今月号の中で、興味深かった記事は？
　　（複数回答可）

◆　その他、ご意見・ご感想を

Q1 車検を扱っている方にお伺いします。
6月の車検入庫台数は？

□ 整備工場のためのインターネット活用講座
□ 中澤雄仁弁護士の法務相談室
□ 読者プレゼント

◎  今月の特集・注目記事

◎  連載記事

□ 企業インフォメーション・バンザイ
□ KTC創業70周年特集
□ これがすごい！ 2020 in Summer
□ わたびき自動車工業が
テュフ クラシックガレージ認証を取得

□ 帰ってきた有償運送許可情報
□ 本当に車販より車検なのか？
□ 業界トピックス
□ 整備業界のシニア採用・シニア転職□ 前年同月より多い

□ ほぼ前年並み
□ 前年同月より少ない

Q2 6月の総売上はいかがでしたか？

□ 前年同月より多い
□ ほぼ前年並み
□ 前年同月より少ない

申　込　日　　　　年　　　月　　　日

会社名

部署名

氏　名

住　所

e-mail

電　話

ＦＡＸ

年　齢

今後の新製品等のご案内等に利用させていただきます。
またメルマガ配信なども企画しております。ぜひご記入ください。

〒□□□－□□□□ 
歳

申 込 者 情 報

送付先ファックス番号 ▶ 03-5713-7607
せいび界
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　新車が売れていない。ただでさえ、昨
年10月の消費増税の反動で売れにくい
環境が整っているのに加えて、コロナ禍
の影響で人々が外出を自粛→外出しない
から店舗に行かない→商談の機会がな
い→車が売れない、という負のスパイラ
ルが発生しているというのは火を見るよ

りも明らかである。
　もちろん、リモート（オンライン）によ
る商談で実績を上げている業者も中には
いらっしゃるとのことなので、一概には
言えない部分もあるにはある。
　ともかく、そうなると、どうやって売上
を立てるかと言えば、行き着く先は車検

しかない！ ということになる。
　ここに車検の満期を目前に控えた、使
用年数が長期化したクルマをお持ちのカ
ーオーナーがいらっしゃったとする。こ
の方が乗り換えに気持ちが傾いていたと
しても、まだ多くの販売業者がリモート
商談に対応していないため、「話を進め
るためには対面商談が必要だが、感染リ
スクが心配だ」として、乗り換えを見合
わすことはできる。
　ただしこの場合、動けるクルマが手元
に必要なら、車検を避けて通ることは難
しいため、事業者としてはそこを狙って
いくべきというわけだ。

　しかし一方で、コロナ禍において車検
入庫が難しいことを考慮して、国交省よ
り車検期間の伸長が重ねて実施されてお
り、そう単純に事が運ばないのが現状で
ある。
　そこで、このページでは改めて、車販
及び車検の状況が過去を含めて直近は
どうなっているのかを検証し、当面は続
くであろうウィズコロナの局面をどう乗り
越えるのか考えていきたい。

2019年度の新車販売台数
　2019年度の新車販売台数は、登録
車・軽自動車合わせて503万8,727台
で、前年度から約22万台の減少となっ
た。全国の認証工場が約9万工場とし
て、なおかつ全工場で新車を販売してい
ると仮定すれば、1工場当たりで約2.5
台／年減ったことになるので、微々たる
ものだと言えるかもしれない。
　ただし、近年では500万台を割った
2015年 度（493万7,734台）以 降、
500万台に復帰すると共に増加傾向が
続いてきただけに、2015～ 2016年度
の中間辺り程度の台数にまで落ち込みを
見せたのも、10月以降の消費増税の影
響が無関係ではないだろう。

2019年度の車検台数
　一方、新車販売台数以上に落ち込み

の激しかったのが検査台数である。
2019年度は新規・継続検査合計で、
登録車は2,518万8,342台で前年度か
ら約37万台の減少となっている。
　それよりも落ち込み度合いが深刻なの
が軽自動車で、同じく2019年度は新
規・継続検査合計で1,308万5,318台
で、前年度から何と約109万台の減少
となっている。
　過去の対前年を見てみると、登録車
の検査台数の方が圧倒的に前年マイナス
の年が多いのに対し、新車販売がしばら
く好調だったこともあってか軽自動車は
対前年マイナスを刻むことは長らくなか
っただけに、マイナスの回数は少ないな
がらも今回の落ち込みは実に激しい。
　この影響を引っ張る形で落ち込みが激
しいのが継続検査台数で、登録車及び
軽自動車の同台数を合わせても3,147
万7,191台と、前年度から約128万台
の減少となっている。約8,000台ほど割
り込んだ2014年度を除けば、ここ10
年は3,200万台をほぼキープしており、
2019年度は、最も落ち込んだリーマン
ショック直後の2009年度の3,166万
9,988台よりも低い数字となっている。
　先ほどの新車販売台数同様の手法で
１工場当りの落ち込みを単純計算してみ
ると、約14台／年減ったことになり、
毎月1台強減っていることになる。1工

場当りで見れば、毎月1台は小さいかも
しれないが、それが全国の工場で一律
に起こっていると考えると…まさに塵も
積もれば山となるである。

2020年ここまでの
新車販売台数と今後の予測
　2019年度の結果を踏まえると、実は
世間が言うほど2020年は「車販より車
検」ではなく、「車検より車販」なのでは
ないかとすら思えてきた。
　はたして、2020年ここまでの途中経
過はどうなっているのだろうか。年度で
はサンプルデータが少ないので、ここか
らは暦年（1月～）の月別で検証していく
ことにする（次ページの表）。
　ご覧の通り、2020年1月から6月ま
での月別の新車販売台数は、登録車、
軽自動車共に見事なまでに毎月対前年マ
イナスを記録している。中でも登録車、
軽自動車共に5月の落ち込みがピークと
なっており、これも営業自粛の対象にこ
そならなかったものの、緊急事態宣言の
影響であることは疑いの余地もない。
　ただし、軽自動車については6月に多
少の改善が見られる（落ち込み度合いが
減った）ものの、登録車については6月
も5月に次ぐ落ち込みを見せている。で
は、7月以降はどんな展開が考えられる
だろうか。冒頭で触れたように、緊急事

態宣言発出と共に来店を控えた＝買い替
えを一旦見合わせた方も多いだろう。
　この方たちが緊急事態宣言が解除に
なったからといって、自動的に買い替え
検討を継続するかと言うと、それもなか
なか考えにくい。
　なぜなら、自粛の影響で収入が減った
方もいらっしゃるだろうし、収入が減ら
ないまでも食費など予想外の出費も増え
ているだろうし、たとえ特別定額給付金
でこの出費をカバーできていたとしても、
将来への不安を抱いた方も多いだろう
し、マインドとして「よし、新車を買お
う！」とはなりにくい状況であるからだ。
　ということで、このまま前年マイナス基
調が続くと仮定して、ここまで登録車は
毎月平均約56,000台のマイナスなので、
年間合計で約67万台のマイナスとなる。
　一方、軽自動車も同様に、毎月平均
約35,000台のマイナスなので、年間合
計では約42万台のマイナスとなり、登
録車・軽自動車合計で年間約109万台
の対前年マイナスということになる。
　先ほどの、全認証工場が新車販売を
扱っているとの仮定で計算すると、年間
109万台のマイナスということは、1工
場当りで約12台／年、毎月1台は新車
販売台数が減る計算となる。単純計算

で言えば、毎月新車1台分の売上を何
らかの形でカバーできなければ、前年割
れは必至というわけである。

2020年ここまでの
車検台数と今後の予測
　さて、単純に台数で言えば車販以上
に落ち込みの激しかった車検（継続検
査）は、ここまでどうなのだろうか？
　車販同様に少しでもサンプルデータを
多く取るべく、2020「年」の月別車検
台数を確認する。集計母体の違い（国
土交通省・軽自動車検査協会）により、
最新データが1ヵ月異なる（登録車－4
月まで公表、軽自動車－5月まで公表）
ものの、こちらも登録車・軽自動車共に
1月から毎月対前年マイナスを記録して
いる。
　注目すべきはその落ち込み幅で、まだ
あと7～ 8ヵ月を残しているこの時点で、
既に昨年度を超える落ち込みを記録して
いることである（2019年度→2020年、
登録車は約25万台マイナス→約53万
台マイナス、軽自動車は約103万台マイ
ナス→約114万台マイナス）。
　ではこのまま今後も対前年マイナスが
続くのかと言えば、新車販売ほど単純に
はいかないだろう。大前提として、現在

クルマを所有している方は、よほどの事
がない限りそのまま所有を維持するもの
と仮定できる。
　この立場に立つならば、今年に限って
は車検期間が伸長された関係で多少の
ずれこそ生じるだろうが、車検対象とな
る車両は基本的には当該期間中に車検
を通すはずである。
　ただし、今年の4～6月については、
ちょうどこの時期の車検満了日が7月1
日まで伸長されたこともあり、4～ 5月
に車検入庫を回避した車両が6月以降
に殺到すること＝一時的に対前年プラス
になることが考えられる。
　その一方で、コロナ禍の影響で、本
年10～ 12月期の時点で失業者が285
万人存在しているとの予測も出ており
（ニッセイ基礎研究所　5月発表）、この
うちのカーオーナーが維持の難しさから
クルマを手放すことも考えられる。その
目安として、自検協の調べでは人口1人
当たりの保有台数は0.483台なので、
失業者が285万人だとすると138万台
が失業者の保有ということになる。
　ということで、登録車の継続検査台数
の増減予測をしてみよう。執筆時点で未
公表の5月については、マイナスを引き
ずると見て、4月までの1ヵ月平均減少

台数と同じ約13万台のマイナス、6月に
ついては単純に4・5月でマイナスだった
分が上乗せされると見て約26万台のプ
ラス、7月以降は基本的には前年（とい
うか例年だと1年おきなので一昨年）並
みで推移するものの、上記の予測失業
者の保有台数のうち８割が手放されると
して、このうち登録車が3分の2と見て
約73万台のマイナス、以上を現在公表
されている4月までの対前年増減値約
53万台のマイナスと合算すると、年間
合計で約113万台のマイナスとなる。
　年間で113万台ということは、これま
でも出てきた単純計算の1工場当りで言
えば、約12.5台／年ということで1台
強／月、すなわち2019年の登録車及
び軽自動車を合算した継続検査台数並
みの減少幅ということになる。
　「何だ2019年並みか」と思うことなか
れ。2019年と数値はほぼ同じでも、こ
ちらは登録車及び軽自動車の合算値で
あって、この2020年予測は登録車のみ
の継続検査台数予測であり、実は厳し
さが増していることをお忘れなく。
　さて今度は軽自動車の2020年の継
続検査台数増減予測をしてみよう。登録
車とは異なり、5月までの実績は既に公
表されており、6月分は登録車同様に

4・5月分のマイナスが単純に上乗せに
なると見て約47万台のプラス、7月以
降は先ほどの失業者が手放すと見た車両
の残り3分の1に当たる約37万台のマ
イナスになると予測し、現在公表されて
いる5月までの対前年増減値約114万
台のマイナスと合算すると、年間合計で
約104万台のマイナスとなる。
　年間で104万台ということは、登録
車同様に1工場当りを計算すると、約
11.5台／年ということで毎月1台は減
少することになる。登録車と合わせて考
えるならば、毎月2台強は継続検査台
数が減っていく計算である。

結論：毎月車販で1台、
車検で2台のプラスを目標に！
　以上のように、ごくごく単純計算では
あるが、全国の総合計で見れば極端な
マイナスではあっても、1工場当りで見
れば少しの営業努力でカバーできそうな
マイナス予測であることが分かった。
　あとは各社の状況に合わせて、どこに
力点を置くかである。車販をメインに扱
っている店舗であれば、毎月、前年にプ
ラス1台の販売目標を掲げれば少なくと
も前年割れはないわけで、すなわち「車
検よりも車販」というわけである。

　逆に車検がメインの店舗であるなら
ば、同様に毎月、前年にプラス２台の入
庫目標を掲げればよく、すなわち「車販
よりも車検」というわけである。
　ただし、車販も車検も2本柱であると
いう店舗に関しては、両者の売上単価や
利益率は異なるものなので、どちらか一
方だけですべてをカバーするとなると、
どうしても無理が生じる。
　そもそも、それぞれを担当する部門が
あるはずで、どちらかに注力するとなれ
ば、もう一方はサボっていてもいいの
か？ということにもなりかねない。ここは
やはり、全社一丸となって両部門が目標
に向かって努力するというのがあるべき
姿ではないだろうか。
　最後に、今回の予測はかなり楽観的
な見方であると思う。反映させたのはコ
ロナ禍がどう影響するかのみであって、
仮にこの影響がなかったとしても、ここ
最近は特に登録車の検査台数がほぼ毎
年前年割れを起こしているので、この要
因も加わればさらに状況が悪化すること
は避けられない。
　そもそも、コロナ禍自体、初めて直面
する事態と言っていいので、こちらの影
響もさらにマイナスに働かないとも限らな
いことを忘れないで欲しい。
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車販だけでも× だけでも×車検

本当に車販より車検なのか？
半年を終えて既に昨年を上回る減少！
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　新車が売れていない。ただでさえ、昨
年10月の消費増税の反動で売れにくい
環境が整っているのに加えて、コロナ禍
の影響で人々が外出を自粛→外出しない
から店舗に行かない→商談の機会がな
い→車が売れない、という負のスパイラ
ルが発生しているというのは火を見るよ

りも明らかである。
　もちろん、リモート（オンライン）によ
る商談で実績を上げている業者も中には
いらっしゃるとのことなので、一概には
言えない部分もあるにはある。
　ともかく、そうなると、どうやって売上
を立てるかと言えば、行き着く先は車検

しかない！ ということになる。
　ここに車検の満期を目前に控えた、使
用年数が長期化したクルマをお持ちのカ
ーオーナーがいらっしゃったとする。こ
の方が乗り換えに気持ちが傾いていたと
しても、まだ多くの販売業者がリモート
商談に対応していないため、「話を進め
るためには対面商談が必要だが、感染リ
スクが心配だ」として、乗り換えを見合
わすことはできる。
　ただしこの場合、動けるクルマが手元
に必要なら、車検を避けて通ることは難
しいため、事業者としてはそこを狙って
いくべきというわけだ。

　しかし一方で、コロナ禍において車検
入庫が難しいことを考慮して、国交省よ
り車検期間の伸長が重ねて実施されてお
り、そう単純に事が運ばないのが現状で
ある。
　そこで、このページでは改めて、車販
及び車検の状況が過去を含めて直近は
どうなっているのかを検証し、当面は続
くであろうウィズコロナの局面をどう乗り
越えるのか考えていきたい。

2019年度の新車販売台数
　2019年度の新車販売台数は、登録
車・軽自動車合わせて503万8,727台
で、前年度から約22万台の減少となっ
た。全国の認証工場が約9万工場とし
て、なおかつ全工場で新車を販売してい
ると仮定すれば、1工場当たりで約2.5
台／年減ったことになるので、微々たる
ものだと言えるかもしれない。
　ただし、近年では500万台を割った
2015年 度（493万7,734台）以 降、
500万台に復帰すると共に増加傾向が
続いてきただけに、2015～ 2016年度
の中間辺り程度の台数にまで落ち込みを
見せたのも、10月以降の消費増税の影
響が無関係ではないだろう。

2019年度の車検台数
　一方、新車販売台数以上に落ち込み

の激しかったのが検査台数である。
2019年度は新規・継続検査合計で、
登録車は2,518万8,342台で前年度か
ら約37万台の減少となっている。
　それよりも落ち込み度合いが深刻なの
が軽自動車で、同じく2019年度は新
規・継続検査合計で1,308万5,318台
で、前年度から何と約109万台の減少
となっている。
　過去の対前年を見てみると、登録車
の検査台数の方が圧倒的に前年マイナス
の年が多いのに対し、新車販売がしばら
く好調だったこともあってか軽自動車は
対前年マイナスを刻むことは長らくなか
っただけに、マイナスの回数は少ないな
がらも今回の落ち込みは実に激しい。
　この影響を引っ張る形で落ち込みが激
しいのが継続検査台数で、登録車及び
軽自動車の同台数を合わせても3,147
万7,191台と、前年度から約128万台
の減少となっている。約8,000台ほど割
り込んだ2014年度を除けば、ここ10
年は3,200万台をほぼキープしており、
2019年度は、最も落ち込んだリーマン
ショック直後の2009年度の3,166万
9,988台よりも低い数字となっている。
　先ほどの新車販売台数同様の手法で
１工場当りの落ち込みを単純計算してみ
ると、約14台／年減ったことになり、
毎月1台強減っていることになる。1工

場当りで見れば、毎月1台は小さいかも
しれないが、それが全国の工場で一律
に起こっていると考えると…まさに塵も
積もれば山となるである。

2020年ここまでの
新車販売台数と今後の予測
　2019年度の結果を踏まえると、実は
世間が言うほど2020年は「車販より車
検」ではなく、「車検より車販」なのでは
ないかとすら思えてきた。
　はたして、2020年ここまでの途中経
過はどうなっているのだろうか。年度で
はサンプルデータが少ないので、ここか
らは暦年（1月～）の月別で検証していく
ことにする（次ページの表）。
　ご覧の通り、2020年1月から6月ま
での月別の新車販売台数は、登録車、
軽自動車共に見事なまでに毎月対前年マ
イナスを記録している。中でも登録車、
軽自動車共に5月の落ち込みがピークと
なっており、これも営業自粛の対象にこ
そならなかったものの、緊急事態宣言の
影響であることは疑いの余地もない。
　ただし、軽自動車については6月に多
少の改善が見られる（落ち込み度合いが
減った）ものの、登録車については6月
も5月に次ぐ落ち込みを見せている。で
は、7月以降はどんな展開が考えられる
だろうか。冒頭で触れたように、緊急事

態宣言発出と共に来店を控えた＝買い替
えを一旦見合わせた方も多いだろう。
　この方たちが緊急事態宣言が解除に
なったからといって、自動的に買い替え
検討を継続するかと言うと、それもなか
なか考えにくい。
　なぜなら、自粛の影響で収入が減った
方もいらっしゃるだろうし、収入が減ら
ないまでも食費など予想外の出費も増え
ているだろうし、たとえ特別定額給付金
でこの出費をカバーできていたとしても、
将来への不安を抱いた方も多いだろう
し、マインドとして「よし、新車を買お
う！」とはなりにくい状況であるからだ。
　ということで、このまま前年マイナス基
調が続くと仮定して、ここまで登録車は
毎月平均約56,000台のマイナスなので、
年間合計で約67万台のマイナスとなる。
　一方、軽自動車も同様に、毎月平均
約35,000台のマイナスなので、年間合
計では約42万台のマイナスとなり、登
録車・軽自動車合計で年間約109万台
の対前年マイナスということになる。
　先ほどの、全認証工場が新車販売を
扱っているとの仮定で計算すると、年間
109万台のマイナスということは、1工
場当りで約12台／年、毎月1台は新車
販売台数が減る計算となる。単純計算

で言えば、毎月新車1台分の売上を何
らかの形でカバーできなければ、前年割
れは必至というわけである。

2020年ここまでの
車検台数と今後の予測
　さて、単純に台数で言えば車販以上
に落ち込みの激しかった車検（継続検
査）は、ここまでどうなのだろうか？
　車販同様に少しでもサンプルデータを
多く取るべく、2020「年」の月別車検
台数を確認する。集計母体の違い（国
土交通省・軽自動車検査協会）により、
最新データが1ヵ月異なる（登録車－4
月まで公表、軽自動車－5月まで公表）
ものの、こちらも登録車・軽自動車共に
1月から毎月対前年マイナスを記録して
いる。
　注目すべきはその落ち込み幅で、まだ
あと7～ 8ヵ月を残しているこの時点で、
既に昨年度を超える落ち込みを記録して
いることである（2019年度→2020年、
登録車は約25万台マイナス→約53万
台マイナス、軽自動車は約103万台マイ
ナス→約114万台マイナス）。
　ではこのまま今後も対前年マイナスが
続くのかと言えば、新車販売ほど単純に
はいかないだろう。大前提として、現在

クルマを所有している方は、よほどの事
がない限りそのまま所有を維持するもの
と仮定できる。
　この立場に立つならば、今年に限って
は車検期間が伸長された関係で多少の
ずれこそ生じるだろうが、車検対象とな
る車両は基本的には当該期間中に車検
を通すはずである。
　ただし、今年の4～6月については、
ちょうどこの時期の車検満了日が7月1
日まで伸長されたこともあり、4～ 5月
に車検入庫を回避した車両が6月以降
に殺到すること＝一時的に対前年プラス
になることが考えられる。
　その一方で、コロナ禍の影響で、本
年10～ 12月期の時点で失業者が285
万人存在しているとの予測も出ており
（ニッセイ基礎研究所　5月発表）、この
うちのカーオーナーが維持の難しさから
クルマを手放すことも考えられる。その
目安として、自検協の調べでは人口1人
当たりの保有台数は0.483台なので、
失業者が285万人だとすると138万台
が失業者の保有ということになる。
　ということで、登録車の継続検査台数
の増減予測をしてみよう。執筆時点で未
公表の5月については、マイナスを引き
ずると見て、4月までの1ヵ月平均減少

台数と同じ約13万台のマイナス、6月に
ついては単純に4・5月でマイナスだった
分が上乗せされると見て約26万台のプ
ラス、7月以降は基本的には前年（とい
うか例年だと1年おきなので一昨年）並
みで推移するものの、上記の予測失業
者の保有台数のうち８割が手放されると
して、このうち登録車が3分の2と見て
約73万台のマイナス、以上を現在公表
されている4月までの対前年増減値約
53万台のマイナスと合算すると、年間
合計で約113万台のマイナスとなる。
　年間で113万台ということは、これま
でも出てきた単純計算の1工場当りで言
えば、約12.5台／年ということで1台
強／月、すなわち2019年の登録車及
び軽自動車を合算した継続検査台数並
みの減少幅ということになる。
　「何だ2019年並みか」と思うことなか
れ。2019年と数値はほぼ同じでも、こ
ちらは登録車及び軽自動車の合算値で
あって、この2020年予測は登録車のみ
の継続検査台数予測であり、実は厳し
さが増していることをお忘れなく。
　さて今度は軽自動車の2020年の継
続検査台数増減予測をしてみよう。登録
車とは異なり、5月までの実績は既に公
表されており、6月分は登録車同様に

4・5月分のマイナスが単純に上乗せに
なると見て約47万台のプラス、7月以
降は先ほどの失業者が手放すと見た車両
の残り3分の1に当たる約37万台のマ
イナスになると予測し、現在公表されて
いる5月までの対前年増減値約114万
台のマイナスと合算すると、年間合計で
約104万台のマイナスとなる。
　年間で104万台ということは、登録
車同様に1工場当りを計算すると、約
11.5台／年ということで毎月1台は減
少することになる。登録車と合わせて考
えるならば、毎月2台強は継続検査台
数が減っていく計算である。

結論：毎月車販で1台、
車検で2台のプラスを目標に！
　以上のように、ごくごく単純計算では
あるが、全国の総合計で見れば極端な
マイナスではあっても、1工場当りで見
れば少しの営業努力でカバーできそうな
マイナス予測であることが分かった。
　あとは各社の状況に合わせて、どこに
力点を置くかである。車販をメインに扱
っている店舗であれば、毎月、前年にプ
ラス1台の販売目標を掲げれば少なくと
も前年割れはないわけで、すなわち「車
検よりも車販」というわけである。

　逆に車検がメインの店舗であるなら
ば、同様に毎月、前年にプラス２台の入
庫目標を掲げればよく、すなわち「車販
よりも車検」というわけである。
　ただし、車販も車検も2本柱であると
いう店舗に関しては、両者の売上単価や
利益率は異なるものなので、どちらか一
方だけですべてをカバーするとなると、
どうしても無理が生じる。
　そもそも、それぞれを担当する部門が
あるはずで、どちらかに注力するとなれ
ば、もう一方はサボっていてもいいの
か？ということにもなりかねない。ここは
やはり、全社一丸となって両部門が目標
に向かって努力するというのがあるべき
姿ではないだろうか。
　最後に、今回の予測はかなり楽観的
な見方であると思う。反映させたのはコ
ロナ禍がどう影響するかのみであって、
仮にこの影響がなかったとしても、ここ
最近は特に登録車の検査台数がほぼ毎
年前年割れを起こしているので、この要
因も加わればさらに状況が悪化すること
は避けられない。
　そもそも、コロナ禍自体、初めて直面
する事態と言っていいので、こちらの影
響もさらにマイナスに働かないとも限らな
いことを忘れないで欲しい。
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車販だけでも× だけでも×車検

本当に車販より車検なのか？
半年を終えて既に昨年を上回る減少！
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　新車が売れていない。ただでさえ、昨
年10月の消費増税の反動で売れにくい
環境が整っているのに加えて、コロナ禍
の影響で人々が外出を自粛→外出しない
から店舗に行かない→商談の機会がな
い→車が売れない、という負のスパイラ
ルが発生しているというのは火を見るよ

りも明らかである。
　もちろん、リモート（オンライン）によ
る商談で実績を上げている業者も中には
いらっしゃるとのことなので、一概には
言えない部分もあるにはある。
　ともかく、そうなると、どうやって売上
を立てるかと言えば、行き着く先は車検

しかない！ ということになる。
　ここに車検の満期を目前に控えた、使
用年数が長期化したクルマをお持ちのカ
ーオーナーがいらっしゃったとする。こ
の方が乗り換えに気持ちが傾いていたと
しても、まだ多くの販売業者がリモート
商談に対応していないため、「話を進め
るためには対面商談が必要だが、感染リ
スクが心配だ」として、乗り換えを見合
わすことはできる。
　ただしこの場合、動けるクルマが手元
に必要なら、車検を避けて通ることは難
しいため、事業者としてはそこを狙って
いくべきというわけだ。

　しかし一方で、コロナ禍において車検
入庫が難しいことを考慮して、国交省よ
り車検期間の伸長が重ねて実施されてお
り、そう単純に事が運ばないのが現状で
ある。
　そこで、このページでは改めて、車販
及び車検の状況が過去を含めて直近は
どうなっているのかを検証し、当面は続
くであろうウィズコロナの局面をどう乗り
越えるのか考えていきたい。

2019年度の新車販売台数
　2019年度の新車販売台数は、登録
車・軽自動車合わせて503万8,727台
で、前年度から約22万台の減少となっ
た。全国の認証工場が約9万工場とし
て、なおかつ全工場で新車を販売してい
ると仮定すれば、1工場当たりで約2.5
台／年減ったことになるので、微々たる
ものだと言えるかもしれない。
　ただし、近年では500万台を割った
2015年 度（493万7,734台）以 降、
500万台に復帰すると共に増加傾向が
続いてきただけに、2015～ 2016年度
の中間辺り程度の台数にまで落ち込みを
見せたのも、10月以降の消費増税の影
響が無関係ではないだろう。

2019年度の車検台数
　一方、新車販売台数以上に落ち込み

の激しかったのが検査台数である。
2019年度は新規・継続検査合計で、
登録車は2,518万8,342台で前年度か
ら約37万台の減少となっている。
　それよりも落ち込み度合いが深刻なの
が軽自動車で、同じく2019年度は新
規・継続検査合計で1,308万5,318台
で、前年度から何と約109万台の減少
となっている。
　過去の対前年を見てみると、登録車
の検査台数の方が圧倒的に前年マイナス
の年が多いのに対し、新車販売がしばら
く好調だったこともあってか軽自動車は
対前年マイナスを刻むことは長らくなか
っただけに、マイナスの回数は少ないな
がらも今回の落ち込みは実に激しい。
　この影響を引っ張る形で落ち込みが激
しいのが継続検査台数で、登録車及び
軽自動車の同台数を合わせても3,147
万7,191台と、前年度から約128万台
の減少となっている。約8,000台ほど割
り込んだ2014年度を除けば、ここ10
年は3,200万台をほぼキープしており、
2019年度は、最も落ち込んだリーマン
ショック直後の2009年度の3,166万
9,988台よりも低い数字となっている。
　先ほどの新車販売台数同様の手法で
１工場当りの落ち込みを単純計算してみ
ると、約14台／年減ったことになり、
毎月1台強減っていることになる。1工

場当りで見れば、毎月1台は小さいかも
しれないが、それが全国の工場で一律
に起こっていると考えると…まさに塵も
積もれば山となるである。

2020年ここまでの
新車販売台数と今後の予測
　2019年度の結果を踏まえると、実は
世間が言うほど2020年は「車販より車
検」ではなく、「車検より車販」なのでは
ないかとすら思えてきた。
　はたして、2020年ここまでの途中経
過はどうなっているのだろうか。年度で
はサンプルデータが少ないので、ここか
らは暦年（1月～）の月別で検証していく
ことにする（次ページの表）。
　ご覧の通り、2020年1月から6月ま
での月別の新車販売台数は、登録車、
軽自動車共に見事なまでに毎月対前年マ
イナスを記録している。中でも登録車、
軽自動車共に5月の落ち込みがピークと
なっており、これも営業自粛の対象にこ
そならなかったものの、緊急事態宣言の
影響であることは疑いの余地もない。
　ただし、軽自動車については6月に多
少の改善が見られる（落ち込み度合いが
減った）ものの、登録車については6月
も5月に次ぐ落ち込みを見せている。で
は、7月以降はどんな展開が考えられる
だろうか。冒頭で触れたように、緊急事

態宣言発出と共に来店を控えた＝買い替
えを一旦見合わせた方も多いだろう。
　この方たちが緊急事態宣言が解除に
なったからといって、自動的に買い替え
検討を継続するかと言うと、それもなか
なか考えにくい。
　なぜなら、自粛の影響で収入が減った
方もいらっしゃるだろうし、収入が減ら
ないまでも食費など予想外の出費も増え
ているだろうし、たとえ特別定額給付金
でこの出費をカバーできていたとしても、
将来への不安を抱いた方も多いだろう
し、マインドとして「よし、新車を買お
う！」とはなりにくい状況であるからだ。
　ということで、このまま前年マイナス基
調が続くと仮定して、ここまで登録車は
毎月平均約56,000台のマイナスなので、
年間合計で約67万台のマイナスとなる。
　一方、軽自動車も同様に、毎月平均
約35,000台のマイナスなので、年間合
計では約42万台のマイナスとなり、登
録車・軽自動車合計で年間約109万台
の対前年マイナスということになる。
　先ほどの、全認証工場が新車販売を
扱っているとの仮定で計算すると、年間
109万台のマイナスということは、1工
場当りで約12台／年、毎月1台は新車
販売台数が減る計算となる。単純計算

で言えば、毎月新車1台分の売上を何
らかの形でカバーできなければ、前年割
れは必至というわけである。

2020年ここまでの
車検台数と今後の予測
　さて、単純に台数で言えば車販以上
に落ち込みの激しかった車検（継続検
査）は、ここまでどうなのだろうか？
　車販同様に少しでもサンプルデータを
多く取るべく、2020「年」の月別車検
台数を確認する。集計母体の違い（国
土交通省・軽自動車検査協会）により、
最新データが1ヵ月異なる（登録車－4
月まで公表、軽自動車－5月まで公表）
ものの、こちらも登録車・軽自動車共に
1月から毎月対前年マイナスを記録して
いる。
　注目すべきはその落ち込み幅で、まだ
あと7～ 8ヵ月を残しているこの時点で、
既に昨年度を超える落ち込みを記録して
いることである（2019年度→2020年、
登録車は約25万台マイナス→約53万
台マイナス、軽自動車は約103万台マイ
ナス→約114万台マイナス）。
　ではこのまま今後も対前年マイナスが
続くのかと言えば、新車販売ほど単純に
はいかないだろう。大前提として、現在

クルマを所有している方は、よほどの事
がない限りそのまま所有を維持するもの
と仮定できる。
　この立場に立つならば、今年に限って
は車検期間が伸長された関係で多少の
ずれこそ生じるだろうが、車検対象とな
る車両は基本的には当該期間中に車検
を通すはずである。
　ただし、今年の4～6月については、
ちょうどこの時期の車検満了日が7月1
日まで伸長されたこともあり、4～ 5月
に車検入庫を回避した車両が6月以降
に殺到すること＝一時的に対前年プラス
になることが考えられる。
　その一方で、コロナ禍の影響で、本
年10～ 12月期の時点で失業者が285
万人存在しているとの予測も出ており
（ニッセイ基礎研究所　5月発表）、この
うちのカーオーナーが維持の難しさから
クルマを手放すことも考えられる。その
目安として、自検協の調べでは人口1人
当たりの保有台数は0.483台なので、
失業者が285万人だとすると138万台
が失業者の保有ということになる。
　ということで、登録車の継続検査台数
の増減予測をしてみよう。執筆時点で未
公表の5月については、マイナスを引き
ずると見て、4月までの1ヵ月平均減少

台数と同じ約13万台のマイナス、6月に
ついては単純に4・5月でマイナスだった
分が上乗せされると見て約26万台のプ
ラス、7月以降は基本的には前年（とい
うか例年だと1年おきなので一昨年）並
みで推移するものの、上記の予測失業
者の保有台数のうち８割が手放されると
して、このうち登録車が3分の2と見て
約73万台のマイナス、以上を現在公表
されている4月までの対前年増減値約
53万台のマイナスと合算すると、年間
合計で約113万台のマイナスとなる。
　年間で113万台ということは、これま
でも出てきた単純計算の1工場当りで言
えば、約12.5台／年ということで1台
強／月、すなわち2019年の登録車及
び軽自動車を合算した継続検査台数並
みの減少幅ということになる。
　「何だ2019年並みか」と思うことなか
れ。2019年と数値はほぼ同じでも、こ
ちらは登録車及び軽自動車の合算値で
あって、この2020年予測は登録車のみ
の継続検査台数予測であり、実は厳し
さが増していることをお忘れなく。
　さて今度は軽自動車の2020年の継
続検査台数増減予測をしてみよう。登録
車とは異なり、5月までの実績は既に公
表されており、6月分は登録車同様に

4・5月分のマイナスが単純に上乗せに
なると見て約47万台のプラス、7月以
降は先ほどの失業者が手放すと見た車両
の残り3分の1に当たる約37万台のマ
イナスになると予測し、現在公表されて
いる5月までの対前年増減値約114万
台のマイナスと合算すると、年間合計で
約104万台のマイナスとなる。
　年間で104万台ということは、登録
車同様に1工場当りを計算すると、約
11.5台／年ということで毎月1台は減
少することになる。登録車と合わせて考
えるならば、毎月2台強は継続検査台
数が減っていく計算である。

結論：毎月車販で1台、
車検で2台のプラスを目標に！
　以上のように、ごくごく単純計算では
あるが、全国の総合計で見れば極端な
マイナスではあっても、1工場当りで見
れば少しの営業努力でカバーできそうな
マイナス予測であることが分かった。
　あとは各社の状況に合わせて、どこに
力点を置くかである。車販をメインに扱
っている店舗であれば、毎月、前年にプ
ラス1台の販売目標を掲げれば少なくと
も前年割れはないわけで、すなわち「車
検よりも車販」というわけである。

　逆に車検がメインの店舗であるなら
ば、同様に毎月、前年にプラス２台の入
庫目標を掲げればよく、すなわち「車販
よりも車検」というわけである。
　ただし、車販も車検も2本柱であると
いう店舗に関しては、両者の売上単価や
利益率は異なるものなので、どちらか一
方だけですべてをカバーするとなると、
どうしても無理が生じる。
　そもそも、それぞれを担当する部門が
あるはずで、どちらかに注力するとなれ
ば、もう一方はサボっていてもいいの
か？ということにもなりかねない。ここは
やはり、全社一丸となって両部門が目標
に向かって努力するというのがあるべき
姿ではないだろうか。
　最後に、今回の予測はかなり楽観的
な見方であると思う。反映させたのはコ
ロナ禍がどう影響するかのみであって、
仮にこの影響がなかったとしても、ここ
最近は特に登録車の検査台数がほぼ毎
年前年割れを起こしているので、この要
因も加わればさらに状況が悪化すること
は避けられない。
　そもそも、コロナ禍自体、初めて直面
する事態と言っていいので、こちらの影
響もさらにマイナスに働かないとも限らな
いことを忘れないで欲しい。
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ここまでの累計

※2019年の累計及び前年の増減数については、2020年の最新集計月に合わせる形で数値を合算しています。例：新車販売台数（登録車・軽自動車とも）　は2020年は6月まで公表→2019年分は1月から6月までの数値を合算し、累計欄に入れています（＝7月から12月の数値は累計に含まず）。
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　新車が売れていない。ただでさえ、昨
年10月の消費増税の反動で売れにくい
環境が整っているのに加えて、コロナ禍
の影響で人々が外出を自粛→外出しない
から店舗に行かない→商談の機会がな
い→車が売れない、という負のスパイラ
ルが発生しているというのは火を見るよ

りも明らかである。
　もちろん、リモート（オンライン）によ
る商談で実績を上げている業者も中には
いらっしゃるとのことなので、一概には
言えない部分もあるにはある。
　ともかく、そうなると、どうやって売上
を立てるかと言えば、行き着く先は車検

しかない！ ということになる。
　ここに車検の満期を目前に控えた、使
用年数が長期化したクルマをお持ちのカ
ーオーナーがいらっしゃったとする。こ
の方が乗り換えに気持ちが傾いていたと
しても、まだ多くの販売業者がリモート
商談に対応していないため、「話を進め
るためには対面商談が必要だが、感染リ
スクが心配だ」として、乗り換えを見合
わすことはできる。
　ただしこの場合、動けるクルマが手元
に必要なら、車検を避けて通ることは難
しいため、事業者としてはそこを狙って
いくべきというわけだ。

　しかし一方で、コロナ禍において車検
入庫が難しいことを考慮して、国交省よ
り車検期間の伸長が重ねて実施されてお
り、そう単純に事が運ばないのが現状で
ある。
　そこで、このページでは改めて、車販
及び車検の状況が過去を含めて直近は
どうなっているのかを検証し、当面は続
くであろうウィズコロナの局面をどう乗り
越えるのか考えていきたい。

2019年度の新車販売台数
　2019年度の新車販売台数は、登録
車・軽自動車合わせて503万8,727台
で、前年度から約22万台の減少となっ
た。全国の認証工場が約9万工場とし
て、なおかつ全工場で新車を販売してい
ると仮定すれば、1工場当たりで約2.5
台／年減ったことになるので、微々たる
ものだと言えるかもしれない。
　ただし、近年では500万台を割った
2015年 度（493万7,734台）以 降、
500万台に復帰すると共に増加傾向が
続いてきただけに、2015～ 2016年度
の中間辺り程度の台数にまで落ち込みを
見せたのも、10月以降の消費増税の影
響が無関係ではないだろう。

2019年度の車検台数
　一方、新車販売台数以上に落ち込み

の激しかったのが検査台数である。
2019年度は新規・継続検査合計で、
登録車は2,518万8,342台で前年度か
ら約37万台の減少となっている。
　それよりも落ち込み度合いが深刻なの
が軽自動車で、同じく2019年度は新
規・継続検査合計で1,308万5,318台
で、前年度から何と約109万台の減少
となっている。
　過去の対前年を見てみると、登録車
の検査台数の方が圧倒的に前年マイナス
の年が多いのに対し、新車販売がしばら
く好調だったこともあってか軽自動車は
対前年マイナスを刻むことは長らくなか
っただけに、マイナスの回数は少ないな
がらも今回の落ち込みは実に激しい。
　この影響を引っ張る形で落ち込みが激
しいのが継続検査台数で、登録車及び
軽自動車の同台数を合わせても3,147
万7,191台と、前年度から約128万台
の減少となっている。約8,000台ほど割
り込んだ2014年度を除けば、ここ10
年は3,200万台をほぼキープしており、
2019年度は、最も落ち込んだリーマン
ショック直後の2009年度の3,166万
9,988台よりも低い数字となっている。
　先ほどの新車販売台数同様の手法で
１工場当りの落ち込みを単純計算してみ
ると、約14台／年減ったことになり、
毎月1台強減っていることになる。1工

場当りで見れば、毎月1台は小さいかも
しれないが、それが全国の工場で一律
に起こっていると考えると…まさに塵も
積もれば山となるである。

2020年ここまでの
新車販売台数と今後の予測
　2019年度の結果を踏まえると、実は
世間が言うほど2020年は「車販より車
検」ではなく、「車検より車販」なのでは
ないかとすら思えてきた。
　はたして、2020年ここまでの途中経
過はどうなっているのだろうか。年度で
はサンプルデータが少ないので、ここか
らは暦年（1月～）の月別で検証していく
ことにする（次ページの表）。
　ご覧の通り、2020年1月から6月ま
での月別の新車販売台数は、登録車、
軽自動車共に見事なまでに毎月対前年マ
イナスを記録している。中でも登録車、
軽自動車共に5月の落ち込みがピークと
なっており、これも営業自粛の対象にこ
そならなかったものの、緊急事態宣言の
影響であることは疑いの余地もない。
　ただし、軽自動車については6月に多
少の改善が見られる（落ち込み度合いが
減った）ものの、登録車については6月
も5月に次ぐ落ち込みを見せている。で
は、7月以降はどんな展開が考えられる
だろうか。冒頭で触れたように、緊急事

態宣言発出と共に来店を控えた＝買い替
えを一旦見合わせた方も多いだろう。
　この方たちが緊急事態宣言が解除に
なったからといって、自動的に買い替え
検討を継続するかと言うと、それもなか
なか考えにくい。
　なぜなら、自粛の影響で収入が減った
方もいらっしゃるだろうし、収入が減ら
ないまでも食費など予想外の出費も増え
ているだろうし、たとえ特別定額給付金
でこの出費をカバーできていたとしても、
将来への不安を抱いた方も多いだろう
し、マインドとして「よし、新車を買お
う！」とはなりにくい状況であるからだ。
　ということで、このまま前年マイナス基
調が続くと仮定して、ここまで登録車は
毎月平均約56,000台のマイナスなので、
年間合計で約67万台のマイナスとなる。
　一方、軽自動車も同様に、毎月平均
約35,000台のマイナスなので、年間合
計では約42万台のマイナスとなり、登
録車・軽自動車合計で年間約109万台
の対前年マイナスということになる。
　先ほどの、全認証工場が新車販売を
扱っているとの仮定で計算すると、年間
109万台のマイナスということは、1工
場当りで約12台／年、毎月1台は新車
販売台数が減る計算となる。単純計算

で言えば、毎月新車1台分の売上を何
らかの形でカバーできなければ、前年割
れは必至というわけである。

2020年ここまでの
車検台数と今後の予測
　さて、単純に台数で言えば車販以上
に落ち込みの激しかった車検（継続検
査）は、ここまでどうなのだろうか？
　車販同様に少しでもサンプルデータを
多く取るべく、2020「年」の月別車検
台数を確認する。集計母体の違い（国
土交通省・軽自動車検査協会）により、
最新データが1ヵ月異なる（登録車－4
月まで公表、軽自動車－5月まで公表）
ものの、こちらも登録車・軽自動車共に
1月から毎月対前年マイナスを記録して
いる。
　注目すべきはその落ち込み幅で、まだ
あと7～ 8ヵ月を残しているこの時点で、
既に昨年度を超える落ち込みを記録して
いることである（2019年度→2020年、
登録車は約25万台マイナス→約53万
台マイナス、軽自動車は約103万台マイ
ナス→約114万台マイナス）。
　ではこのまま今後も対前年マイナスが
続くのかと言えば、新車販売ほど単純に
はいかないだろう。大前提として、現在

クルマを所有している方は、よほどの事
がない限りそのまま所有を維持するもの
と仮定できる。
　この立場に立つならば、今年に限って
は車検期間が伸長された関係で多少の
ずれこそ生じるだろうが、車検対象とな
る車両は基本的には当該期間中に車検
を通すはずである。
　ただし、今年の4～6月については、
ちょうどこの時期の車検満了日が7月1
日まで伸長されたこともあり、4～ 5月
に車検入庫を回避した車両が6月以降
に殺到すること＝一時的に対前年プラス
になることが考えられる。
　その一方で、コロナ禍の影響で、本
年10～ 12月期の時点で失業者が285
万人存在しているとの予測も出ており
（ニッセイ基礎研究所　5月発表）、この
うちのカーオーナーが維持の難しさから
クルマを手放すことも考えられる。その
目安として、自検協の調べでは人口1人
当たりの保有台数は0.483台なので、
失業者が285万人だとすると138万台
が失業者の保有ということになる。
　ということで、登録車の継続検査台数
の増減予測をしてみよう。執筆時点で未
公表の5月については、マイナスを引き
ずると見て、4月までの1ヵ月平均減少

台数と同じ約13万台のマイナス、6月に
ついては単純に4・5月でマイナスだった
分が上乗せされると見て約26万台のプ
ラス、7月以降は基本的には前年（とい
うか例年だと1年おきなので一昨年）並
みで推移するものの、上記の予測失業
者の保有台数のうち８割が手放されると
して、このうち登録車が3分の2と見て
約73万台のマイナス、以上を現在公表
されている4月までの対前年増減値約
53万台のマイナスと合算すると、年間
合計で約113万台のマイナスとなる。
　年間で113万台ということは、これま
でも出てきた単純計算の1工場当りで言
えば、約12.5台／年ということで1台
強／月、すなわち2019年の登録車及
び軽自動車を合算した継続検査台数並
みの減少幅ということになる。
　「何だ2019年並みか」と思うことなか
れ。2019年と数値はほぼ同じでも、こ
ちらは登録車及び軽自動車の合算値で
あって、この2020年予測は登録車のみ
の継続検査台数予測であり、実は厳し
さが増していることをお忘れなく。
　さて今度は軽自動車の2020年の継
続検査台数増減予測をしてみよう。登録
車とは異なり、5月までの実績は既に公
表されており、6月分は登録車同様に

4・5月分のマイナスが単純に上乗せに
なると見て約47万台のプラス、7月以
降は先ほどの失業者が手放すと見た車両
の残り3分の1に当たる約37万台のマ
イナスになると予測し、現在公表されて
いる5月までの対前年増減値約114万
台のマイナスと合算すると、年間合計で
約104万台のマイナスとなる。
　年間で104万台ということは、登録
車同様に1工場当りを計算すると、約
11.5台／年ということで毎月1台は減
少することになる。登録車と合わせて考
えるならば、毎月2台強は継続検査台
数が減っていく計算である。

結論：毎月車販で1台、
車検で2台のプラスを目標に！
　以上のように、ごくごく単純計算では
あるが、全国の総合計で見れば極端な
マイナスではあっても、1工場当りで見
れば少しの営業努力でカバーできそうな
マイナス予測であることが分かった。
　あとは各社の状況に合わせて、どこに
力点を置くかである。車販をメインに扱
っている店舗であれば、毎月、前年にプ
ラス1台の販売目標を掲げれば少なくと
も前年割れはないわけで、すなわち「車
検よりも車販」というわけである。

　逆に車検がメインの店舗であるなら
ば、同様に毎月、前年にプラス２台の入
庫目標を掲げればよく、すなわち「車販
よりも車検」というわけである。
　ただし、車販も車検も2本柱であると
いう店舗に関しては、両者の売上単価や
利益率は異なるものなので、どちらか一
方だけですべてをカバーするとなると、
どうしても無理が生じる。
　そもそも、それぞれを担当する部門が
あるはずで、どちらかに注力するとなれ
ば、もう一方はサボっていてもいいの
か？ということにもなりかねない。ここは
やはり、全社一丸となって両部門が目標
に向かって努力するというのがあるべき
姿ではないだろうか。
　最後に、今回の予測はかなり楽観的
な見方であると思う。反映させたのはコ
ロナ禍がどう影響するかのみであって、
仮にこの影響がなかったとしても、ここ
最近は特に登録車の検査台数がほぼ毎
年前年割れを起こしているので、この要
因も加わればさらに状況が悪化すること
は避けられない。
　そもそも、コロナ禍自体、初めて直面
する事態と言っていいので、こちらの影
響もさらにマイナスに働かないとも限らな
いことを忘れないで欲しい。

令和2年

（2020年）

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

221,464

268,302

374,955

172,138

147,978

214,857

1,399,694

-27,584

-32,108

-42,418

-58,816

-99,360

-75,368

-335,654

249,048

300,410

417,373

230,954

247,338

290,225

300,799

242,718

347,706

192,504

238,844

226,951

1,735,348

+5,613

+3,745

-20,711

+5,564

+11,315

-2,536

+18,923

+9,360

+39,382

-69,050

-40,750

-23,928

+2,990

138,639

161,883

206,483

98,255

70,307

132,514

808,081

-20,288

-17,134

-16,957

-49,478

-78,475

-27,659

-209,991

158,927

179,017

223,440

147,733

148,782

160,173

158,657

145,882

200,503

122,294

147,014

117,924

1,018,072

+2,822

+1,806

-5,753

+6,967

+12,941

-831

-1,000

+15,022

+23,450

-35,145

-15,335

-18,722

+17,952

1,554,300

1,735,457

2,247,668

1,557,134

7,094,559

-57,959

-182,409

-158,112

-134,048

-532,528

1,612,259

1,917,866

2,405,780

1,691,182

1,737,789

1,729,266

1,976,762

1,515,589

1,871,751

1,648,825

1,596,277

1,490,726

7,627,087

+180,086

+171,351

+133,560

+232,006

+69,848

+30,827

+185,140

-52,004

+155,288

-263,135

-149,055

-57,893

+717,003

810,760

870,906

1,070,887

778,174

704,682

4,235,409

-148,192

-249,428

-278,526

-199,338

-265,237

-1,140,721

958,952

1,120,334

1,349,413

977,512

969,919

915,620

959,009

748,137

906,701

823,915

841,016

786,905

5,376,130

+55,100

+47,429

-17,415

+111,997

+17,893

-31,852

+12,156

-94,507

+14,580

-185,888

-133,045

-72,331

+215,004

2,365,060

2,606,363

3,318,555

2,335,308

10,625,286

-206,151

-431,837

-436,638

-166,634

-1,241,260

2,571,211

3,038,200

3,755,193

2,501,942

2,608,695

2,800,153

2,754,936

2,220,271

2,778,452

2,472,740

2,437,293

2,277,631

11,866,546

+235,186

+218,780

+116,145

+177,251

-11,272

+154,242

+16,461

-189,966

+169,868

-449,023

-282,100

-130,224

+747,362

前年増減前年増減前年増減前年増減前年増減前年増減前年増減前年増減前年増減前年増減

継続検査合計継続検査（軽自動車）継続検査　（登録車）新車販売台数（軽自動車）新車販売台数（登録車）

2020年 2019年 2020年 2019年 2020年 2019年 2020年 2019年 2020年 2019年

ここまでの累計

※2019年の累計及び前年の増減数については、2020年の最新集計月に合わせる形で数値を合算しています。例：新車販売台数（登録車・軽自動車とも）　は2020年は6月まで公表→2019年分は1月から6月までの数値を合算し、累計欄に入れています（＝7月から12月の数値は累計に含まず）。
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一般社団法人日本自動車整備振興会連合会

スキャンツール活用研修実施状況及び事業場認定店数を発表

　一般社団法人日本自動車整備振
興会連合会（竹林武一会長）は、こ
のほど、平成31（令和元）年度のス
キャンツール活用研修実施状況及
び事業場認定店数を発表した。研
修についてはフォローアップ研修及
びステップアップ研修の実施回数及
び受講人数が前年度より増加してお
り、導入店が確実に実力を身につけ
ていっている様子が見て取れる。一
方で、認定店の累計はディーラーを
含めても、全認証工場のまだ1割に
も満たない状況であり、特定整備時
代の到来に即して、本取り組みのよ
り一層の認知拡大が求められる。

Topics業界トピックス

https://www.bandogrp.com
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年金改正の
整備業界への影響
年金改正の
整備業界への影響

　5月29日に年金改正法が可決成立した。3月31日に
成立したいわゆる70歳就業法と併せて、これまでよりも
なるべく長く勤め続けやすい環境が整備される。
　公的年金の支給開始年齢の引き上げなどは特に行わ
れないが、どのような内容なのだろうか？ また、自動車
整備業界にはどのような影響があるのだろうか？
　今回は、新たな年金改正の内容と、それによる自動車
整備業界、そしてシニア自動車整備士の転職・採用への
影響を考えていきたい。

年金改正、その内容とは？
　年金改正の内容はまず、年金を貰う年齢を最大75歳
まで遅らせられるようになる。今までは最大70歳だった
が、5歳延長される。これは自分で選べ、全員が75歳
まで貰えないわけではない。しかし、一度延長すると決
めた年齢から再修正はできないので注意が必要だ。
　次に、年金を貰いながら働くシニアの年金が減らされ
る給与額の基準が緩和される。今までより給料を多く
貰っても年金が減らされない。また、働いて厚生年金を
納めると、その分が翌年の年金からすぐに反映されるよ
うになった。そして、より少ない従業員数の企業のパー
ト・アルバイトも、企業は厚生年金に加入させる必要が
生じるようになる。段階的に行われ、最終的に51人以
上の企業はパート・アルバイトの厚生年金加入義務が生

じる。最後に、個人型確定拠出年金
（イデコ）への加入が、企業型確
定拠出年金の加入企業でも簡単
になる。
　今回の年金改正を一言で言え
ば、働くシニアに有利な内容と

なったということである。つまり国は、できる限り長く働
き続けて欲しいと思っているとも言える。できる限り多く
の人が長く公的年金を納め、支給のタイミングは遅らせ
たい、貯蓄や運用に近いイデコを使って欲しいという本
音が見え隠れする。

年金改正、整備業界への影響
　では、この年金改正は整備業界にどんな影響を与える
のだろうか？
　まず、働くシニアに有利なこの改正によって、働くシニ
ア整備士が増え、シニア整備士の確保がしやすくなるこ
とにはプラスの面もあるだろう。シニアとしても、働きや
すい制度になることはまずまずの話かもしれない。
　しかし、整備業界やシニアの本音として、体力的に厳
しいシニアが働き続けることへの疑問や懸念もある。個
人差もあるが業種や職種によっても異なる働き続けられ
る年齢を、一律に上げられることへの戸惑いも少なくな
いだろう。
　また、パート・アルバイトを厚生年金に加入させる基
準が広がることは、従業員にとってはプラスかもしれな
いが、大きな負担と感じる会社が多いのではないだろう
か？ 小さい会社が企業型確定拠出年金に入っていること
は稀で、その影響も少ない。
　今回の年金改正や、先に成立した70歳就業法がも
し、厳格に運用されるとしたら、整備業界も今まで以上
に60～70歳のシニアを活用していく流れとなる。大企
業でなければ難しい面もあり、業界再編を法改正が後
押ししてしまう可能性もあるが、中小企業にチャンスが
あるとすればそれは、シニア人材の流動化によって優秀
な人材の採用チャンスが広がることかもしれない。

整備業界のシニア採用・
シニア転職

中島 康恵　（株式会社シニアジョブ 代表取締役）

シニアの採用・転職のご相談は　▶　https://senior-job.co.jp/

1991年茨城県生まれ。
シニアに特化した人材紹介、人材派遣を提供するシニアジョブを2014年設立。
サッカーに打ち込み、J1ユースチームでの活躍から一転、学生起業家に。
専門紙を中心にシニアの転職・キャリアプラン、シニア採用等のテーマで連載・寄稿中。
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ホームページのご相談は ▶ http://digitalconvergence.jp整 備 工 場 の た め の イ ン タ ー ネ ッ ト 活 用 講 座

関谷 秋彦　中古車店・整備工場専門のホーム
ページ制作会社。代表取締役兼WEB ディレク
ター。元ディーラーフロントマン。中古車店・
整備工場専門のホームページ制作会社を経営
し、顧客は全国に数十社。中古車販売店や整
備工場のホームページ制作を行う傍ら、顧客
フォローや集客のアドバイスを行っている。

待ちの営業から攻めの営業に切り替えよう
　あなたがインターネット集客でうまくいかない原因は、す
ぐに新規客が欲しいと思っているのに「待ちの営業」をして
しまうからです。

待ちの営業と攻めの営業の違いとは？

　インターネット集客にも「待ちの営業」と「攻めの営業」
があります。たとえば、実店舗の「看板」にお金をかけるこ
とは「待ちの営業」ですが、コピーを考えてチラシを入れた
り顧客に電話するのは「攻めの営業」になります。
　「今月すぐにお客が欲しい！」と思っているのに、看板制
作を行う経営者はいないと思います。チラシを入れたり、顧
客に電話したりと、即効性のありそうな施策を検討するはず
です。ところがインターネットの世界では、これを間違えて
しまう経営者が多いのです。
　あなたの整備工場がどんなに良い整備を提供していても、
あなたのことを知らない人には利用してもらうことはできませ
ん。インターネットでただあなたのことを見つけに来てくれる
人を待っているだけでは、いつ来てくれるのかも分からない
のです。即効性を求める場合、攻めの営業施策を実行しな
ければなりません。
　最 近 で は、YouTubeチャンネ ル を 開 始したり、
Facebookページを開設したりする人が多くなりましたが、
多くの人が全然見てもらえていません。ブログを書いても反
応 が 無く、Facebookの「良 い ね」は 関 係 者 の み。
YouTubeの動画は１か月経っても数十回しか閲覧されてい
ない…。そんな状態では、新規集客などできるわけがあり
ません。
　実は、これらの施策、基本的には「待ちの施策」です。
各媒体別のSEO施策を極め、毎日コツコツ記事を更新し
て、半年１年くらいしてからようやくぽつぽつと問い合わせ
が入るような、時間のかかる待ちの施策なのです。

　ブログやFacebookページ、YouTubeが続かない工場
は「今すぐ客」を「待ちの営業ツール」で集めようとするか
らです。

インターネット集客は見込み客を集めること

　対してインターネット広告を使う場合は、スピーディーな
攻めの営業が可能です。あなたの集客エリアに対して「見
込み客」を集める攻めの営業を仕掛けることができます。
　インターネット広告で有効な方法は「見込み客リスト」を
集める方法です。見込み客とは、あなたの対象地域に住ん
でいて自動車整備に興味がある人のことです。
　地域を限定してインターネット広告を行い、あなたのビジ
ネスに興味がある人のリストを集めます。そして、そのリスト
に対してあなたの会社のことを知ってもらうような情報を提
供するのです。「リスト」とはメールアドレスです。広告で見
込み客のメールアドレスを集め、そのメールアドレスに対して
セールスを行うのです。
　インターネット集客で成功している企業が必ず行っている
のが、メールアドレスを集めるWEBページを構築して、そ
こで見込み客のメールアドレスを集め、そのメールアドレス
にセールスを行う方法です。これがLP（ランディングペー
ジ）を使った集客方法です。
　インターネットを活用してビジネスを行う場合、一気に多
くの見込み客に狙ってアプローチできる方法をマスターする
ことが理想的です。次号では、実際にLPを使った攻めの営
業方法をお見せしましょう。

中古車店・整備工場専門のホームページ制作会社

有限会社 デジタル・コンバージェンス
中古車店や整備工場へ「成果の出るホームページ」を制作

しているインターネット販売のプロフェッショナル。

整備工場のためのインターネット活用講座

http://seibikai.digitalconvergence.jp/

有限会社 デジタル・コンバージェンス

http://digitalconvergence.jp/

info@digitalconvergence.jp

中古車販売店・整備工場・SS・中古レンタカーの
成果の出るホームページを制作
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 中澤雄仁弁護士の中澤雄仁
各分野に精通した約40名の弁護士のネットワーク、スタッフ力を生かし様々な法律問題に対し、迅速かつ的確に対応している。趣味はブラジリアン柔術。

光和総合法律事務所／弁護士

法  務  相  談  室各種ご相談、顧問契約の締結は ▶  　　http://www.kohwa.or.jp

商圏予測レポート
2045年の御社の商圏を予測する！2045年の御社の商圏を予測する！

料金：1エリア 2,000円
※複数エリア申し込み可能　※価格は税別

日本総合研究所 せいび広報社× 全国を約1,300のエリアまで細分化し各エリアごとに将来予測を数値化！

詳細はお問合せください ▶ 03-5713-7603

人口、保有台数、整備工場数など

監修　佐藤和彦 （一般財団法人 日本総合研究所 客員主任研究員）

　１２０年ぶりに大幅に改正された民法（債権法）が、今
年の４月から施行されました。旧民法では、債権の種類ご
と（基本的には１０年。賃料は５年、請負代金は３年など）
に消滅時効の期間が定められていましたが、改正民法で
は、債権の種類に係わらず基本的には一律に「債権者が
権利を行使することができることを知ったときから５年間」
で時効消滅することになりました。
　他方、残業代などの労働関係の債権の時効の期間は、
民法ではなく労働基準法という法律によって定められてお
り、「賃金（退職手当を除く）」、は「２年間」で時効消滅す
るとされていました。民法が債権の時効を一律５年とした
ことに伴って、債権の一種である労働債権（残業代）の時
効も５年となるのか、仮に、時効が５年となった場合、５
年分の残業代（及び、遅延損害金）が遡って請求され得
ることになり、企業にとって死活問題となりかねないため、
企業側と労働者側とで討論が重ねられました。そして、改
正民法が施行される直前の３月２７日になってようやく労
働基準法が改正され、労働債権の時効期間は当面の間
「３年」とすることになりました。
　例えば、時給が２,５００円、月間残業時間が４０時間と
して大雑把に計算しても残業代は、年間１５０万円程度に
なります（時給２,５００円×１．２５（割増賃金）×４０時
間×１２か月）。実際には、残業代を請求された場合、給
料（残業代）の本来の各支払期日の翌日から、支払日まで

の遅延損害金についても請求されます。遅延損害金の利
率についても、民法（及び商法）が改正された影響があ
り、旧民法・商法では残業代の遅延損害金の年率は年５
％または年６％の割合だったものが、改正の結果、３％に
減っています。もっとも、従業員の在職中に残業代を請求
されるのではなく、退職した後に、残業代を請求する場合
（実際にはこちらのケースの方が多数）、「賃金の支払の確
保等に関する法律」という法律により、企業側は、退職日
の翌日から年１４．６％という極めて高い利率の遅延損害
金を付して支払わなくてはなりません。
　さらに、裁判となっても話し合いで解決することができ
ずに判決となった場合、裁判所は、未払い金と同一額の
「付加金」と呼ばれる金銭の支払を企業側に支払うよう命
じることもできます。
　時効の期間が２年から３年に延びれば、遅延損害金の
発生の元となる元金も増えますし、遅延損害金が発生す
る期間も伸びますし、付加金算定の元となる未払い金の
元金も増えますので、１年間の延長にとどまったとはいえ、
労働債権の時効期間の延長は企業側にとっても大きな影
響があります。
　また、今回の改正では、当面の間、時効の期間を３年と
することとされましたが、今後の状況によっては労働基準
法が再度改正され、民法と同じく、残業代の時効も５年と
なる可能性も十分にあり得ますので、今後、想定外の残業
代請求が行われて事業継続が困難になることの無いよう、
残業が発生する企業においては、残業を行わせない運用
や体制の整備、労働条件や給与体系見直しなどの整備等
の検討を進めるのがよいかと思います。

残業代は最大で何年分、
請求され得るのでしょうか？
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PAPATT 測太郎
ぱ　　ぱ　　っ　　と そ　く　た　ろ　う

エンジン圧縮比測定器
業界初 !! デジタルでエンジン圧縮比を測定新発売

ver.2.0

軽自動車用ガソリンエンジンや大型トラック用ディーゼルエンジンにも対応
測定時間は最短５分！ 誰でも簡単、 確実にエンジン圧縮比を測定できます。

株式会社 大洋商会

パワーと回転円滑度同時観察
簡単コンプレッション測定

京都府宇治市槙島町十六12-1 taiyoshokai.co.jp) 0774 - 24 - 8885

応募締切  2020 年 8月 31日（月） ※当日到着分まで有効読者プレゼント読者プレゼント
FAX. 03-5713-7607

　840ml缶で最大クラスの溶剤588mlを含み、噴射剤はLPG
とCO2の混合配合により寒冷地などでも安定して噴射でき、最後
までしっかり使いきれるクリーナー。その高い性能をぜひご体験し
ていただきたい!

» エムケーカシヤマ株式会社　www.mkg.co.jp/global/jp/

MKブレーキ&パーツクリーナー
 » エムケーカシヤマ株式会社

Present ①　３名様

Present ②　３名様

» 京都機械工具株式会社　https://ktc.jp

オリジナルトートバッグ
 » KTC
　昨年のオートサービスショーにて
KTC（京都機械工具）ブースでのプ
レゼンに参加すると貰えたオリジナル
トートバッグを3名様にプレゼント。
収納部分の生地の大きさは上下左右
ともほぼ36cm。普段使いにも最適
なおしゃれな1品をぜひ！
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｜ リサイクル・リビルトパーツ販売 ｜

株式会社 丸徳商会
▶ 埼玉県深谷市国済寺 500-3

リビルトパーツ クオカードプレゼント
（せいび界を見たとお伝え下さい）

北関東を中心に７店舗

CUPON

www.marutoku-shokai.co.jp

048 - 570 - 5511

048 - 572 - 1217

本　　　　社　048 - 571 - 3135
秩　父　営　業　所　0494 - 24 - 8761
行　田　営　業　所　048 - 556 - 1339
本　庄　営　業　所　0495 - 33 - 3135
東松山営業所　0493 - 23 - 3101
伊勢崎営業所　0270 - 75 - 2714
水　戸　営　業　所　029 - 247 - 8155

クルマのことでお困りなら☎を下さいクルマのことでお困りなら☎を下さい

優良品・リサイクル品・リビルド品・各種工具・タイヤ優良品・リサイクル品・リビルド品・各種工具・タイヤ

｜ 車買取／リユース・リビルト部品販売 ｜

カーレポ 株式会社
▶ （ひたちなか工場）茨城県ひたちなか市新光町552-55

廃車査定 お持込み1台あたり1,000円アップ
（せいび界を見たとお伝え下さい）

96%エネルギーの真価を人の力が教えてくれた̶̶

CUPON

茨城県内全域

引取り ・ 査定 伺います

http://4r-plus-e.jp/

0120 - 577 - 814

029 - 264 - 2424

ISO4001取得

｜ リサイクルパーツ販売 ｜

株式会社 アートパーツ長野
▶ 長野県松本市島立1132-21 www.artparts.net

0263 - 40 - 2100

0263 - 40 - 2230
環境にやさしくすることは、人に優しくすること

ビスカスカップリング500円引きCUPON

www.f-reparts.co.jpサービス・取り扱いパーツの詳細は

リビルドコンプレッサー1,000円引きCUPON

株式会社 福島リパーツ
▶ 福島県郡山市安積町笹川字北向72 www.f-reparts.co.jp

024 - 946 - 1180

024 - 937 - 0023
社会に貢献するリサイクル業

｜ リサイクルパーツ販売／廃車買取 ｜

CUPON

セット購入で販促用ライジングⅡ 点灯ディスプレイ進呈

｜ リサイクルパーツ販売／廃車買取 ｜

株式会社 永田プロダクツ
▶ 山形県酒田市高砂字官林続10-11 www.nagata-p.co.jp

0120 - 727 - 969

0234 - 43 - 1275
顧客満足と環境保全を提供することで社会に貢献します

CUPON 爆光サンターンを前後1台分で2セットお買い上げ
の方にT10バルブ１セットをプレゼント！

｜ リサイクルパーツ販売／廃車買取 ｜
株式会社 辻商会
▶ 北海道旭川市永山北2条11丁目30番地2

0120 - 16 - 6969
0166 - 49 - 2020

環境にやさしく、お客様に喜んで頂ける企業を
目指します

環境 ISO14001認証取得
品質 ISO9001認証取得

お買い得クーポン
クーポンの有効期限は令和2年8月31日までとなります。
１社様１回限りの利用になります。
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｜ リサイクルパーツ販売／廃車買取 ｜
リビルドエンジン・軽自動車エンジンを主に多数品揃え

株式会社 多田自動車商会
▶ 兵庫県神戸市西区神出町田井266-1

廃車引き取り１台につき心ばかりの粗品プレゼント

www.118-2.com

0120 - 980 - 557

0794 - 89 - 2019
廃車・不要車を買取ります。未来の地球のために安全な廃車を！

CUPON

｜ リサイクルパーツ販売／廃車 ｜
軽自動車から大型車までどのようなお車でも見積り無料・買取OK

株式会社 紀南パーツ
▶ 和歌山県日高郡みなべ町山内５６

リビルド商品お買上げ500円引き
※１社につき１か月１回有効

www.ngp.gr.jp/k707

0739 - 84 - 2222

0739 - 84 - 2233
お客様のニーズに答えられるよう日々努力しております

CUPON

｜ リサイクルパーツ販売 ｜

株式会社 ユピック
▶ 東京都大田区西蒲田6-36-11西蒲田NSビル5F

リビルトオルタネーター、セルモーター500円引き

www.yupic.co.jp

03 - 3736 - 0431

03 - 3736 - 1301
車の社会環境を考える

CUPON

▶リサイクルパーツ
販売 ▶廃車買取り環境マネジメントシステム

ISO14001 認証取得工場

カーズターミナル
静岡県浜松市南区福塚町 325-6) 053-444-0002

株式会社
〒430-0843

カーズターミナルでは、ELVの適正処理と、
リサイクルパーツの有効活用を目指しています。
ELV ＝ END OF LIFE VEHICLE（廃車）

愛車を売りたい方
リサイクルパーツをお求めの方
吉田商会へご相談下さい

リサイクルパーツ（部品）販売 廃車受入 オリジナルバッテリー

愛知県豊橋市下地町字新道 29番地

0532-53-3907
www.yoshida-shoukai.com

吉田商会株式会社

株式会社オートリサイクルナカシマ 大分県日田市上城内町 1365-3 TEL. 0973-25-6008　TEL. 0973-23-0327（部品直通）　FAX. 0973-26-0006
有限会社オートリサイクルナカシマ福岡 福岡県筑紫野市山家 4073-32 TEL. 092-926-6008　TEL. 092-926-6298（部品直通）　FAX. 092-920-3054

http://nakashima.gr.jp/私たちは、リサイクル部品で地球にやさしい環境を創造します。

お買い得クーポン

B5 版／ 132ページ

経営戦略データ 2020
数字に強い経営者が勝ち残る時代。
アフターマーケットのデータをここに凝縮

自動車アフターマーケット 業界人の必携書

定価 2,500円（税別）

Ⅰ章　変化するメンテナンス産業
Ⅱ章　県別継続検査台数実績
Ⅲ章　ユーザー車検件数と伸び率
Ⅳ章　自動車のストック＜保有台数＞
Ⅴ章　自動車のフロー＜生産・販売台数＞
Ⅵ章　自動車ユーザーの使用状況

Ⅶ章　メンテナンス・マーケット
Ⅷ章　メンテナンス・事業者の推移
Ⅸ章　分解整備事業者の経営実態
Ⅹ章　部品商アンケート調査結果※

Ⅸ章　全国市区郡別自動車台数・整備工場数※

※弊社独自調査のデータ

発
売
開
始
！
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総発売元：G-STYLE Co.,Ltd　TEL.04-7187-4405

■ 東邦自動車株式会社
本社 大阪府大阪市西成区南津守2-1-1
TEL ： 06-6652-2400
FAX ： 06-6652-2413

東京支社 東京都品川区西五反田5-5-7
TEL ： 03-5719-6811
FAX ： 03-5719-6812

■ 株式会社ワールドパーツ
本社 大阪市西成区南津守2-1-14
TEL ： 06-6659-0167
FAX ： 06-6659-0762

■ 辰巳屋興業株式会社
東京支店 東京都葛飾区西新小岩3-8-4
TEL ： 03-3696-6101
FAX ： 03-3696-6106

■ 株式会社阿部商会
商品課 埼玉県さいたま市南区辻5-9-24
TEL ： 048-615-1280
FAX ： 048-615-1271

お求めは正規販売代理店まで

利益シミュレーション
施工台数 約25台 （リキッド1本あたり）
施工一台原価 512円
参考施工上代 16,000円
利益 1台施工15,488円
※追加リキット 500㎖ （12,800円）

● 施工直後より硬化するため、短時間で施工可能

● 利益率も高く顧客満足度も高い

● 他に類を見ないスチームによる蒸着 （※特許出願中）

● 黄ばみくすみの再発が少なく耐久性が高い

（税別）

従来の溶剤を塗り込む施工や塗装と異なり溶剤を蒸着施工



プログラミング、コーディング、ADASに必要不可欠なツール

B A T T E R Y  C H A R G E R

■ 5つの機能
① バッテリーサポート ： 診断作業中などの自動車用バッテリーを12V（液体またはゲル）で維持充電
② バッテリーメンテナンス ： 最新自動車モデルバッテリーに対応し、理想的なメンテナンス充電を保証
③ ショールームモード ： ショールーム展示など長期間使用しない自動車バッテリーをメンテナンス充電
④ バッテリーチェンジ ： 電気供給を維持し、自動車のメモリー設定をそのまま保存
⑤ 安定したハイパワー供給 ： 電圧&電流の調整が可能

■ ファンレスで静粛性に優れ、リチウムイオンバッテリー対応
■ 100V入力100Ah出力（200V入力 120Ah出力）
■ 付属ケーブル5m

■ ㈱ 小田オート （ 大阪府 ）
［本社］ TEL：06-6998-8550
■ ICIN ㈱ （ Dr. 輸入車 ）
［本社］ TEL：045-903-0911
■ アウトハーフェン（ 関東ヂーゼル ㈱ ）
［部品事業部］ TEL：043-208-5775
［水戸営業所］ TEL：029-241-8671
■ ㈱ カトー
［宇都宮営業所］ TEL：028-658-1230
［水戸営業所］ TEL：029-246-1261

■ 長坂バロック ㈱
［本社（長野県）］ TEL：026-227-2232
［新潟第一営業所］ TEL：025-265-2233
■ ㈱ 新生商会
［本社 営業部］ TEL：03-3433-7236
■ 協和自動車 ㈱
［パーツ部 東京本部］ TEL：03-6458-6401
［江東営業所］ TEL：03-3682-7301
［世田谷営業所］ TEL：03-3483-7201
■ ㈱ オルタライフ
［本社］ TEL：048-449-6570
■ ㈱ ワールドパーツ
［本社］TEL：06-6659-0167

■ ㈱ ゼクセル販売九州
［本社（福岡県］ TEL：092-963-3485
［大分 SC］ TEL：0975-53-5053
［宮崎 SC］ TEL：0985-51-6255
■ 高輪ヂーゼル ㈱
［本社］ TEL：03-3799-6666
［埼玉支店］ TEL：048-290-0123
［群馬支店］ TEL：0270-26-7701
［栃木支店］ TEL：0285-56-2601
■ 浅間自動車部品 ㈱
［本社］ TEL：03-3501-0271
■ ㈱ 阿部商会
［商品課］ TEL：048-615-1280

■ 東邦自動車 ㈱
［本社］TEL：06-6652-2400
［東京支社］TEL：03-5719-6811
■ 辰巳屋興業 ㈱
［東京支店］ TEL：03-3696-6101
■ ㈱ 山形部品
［Y-PIT 天童］ TEL：023-674-0017
■ 中村オートパーツ ㈱
［練馬営業所］ TEL：03-3904-5441
■ ニューエンパイヤ商事 ㈱
［本社］ TEL：03-5664-3533
■ SPK㈱
［商品部］ TEL：06-6454-2580

■ テーエス商会 ㈱
［本社］ TEL：03-3990-3854
■ シナジー ㈱
［営業部］ TEL：052-202-0022
■ FAIAファイア 外国自動車輸入協同組合
［部品事業部］ TEL：049-228-5300
■ ㈱ 宮田自動車商会
［外車パーツ課］ TEL：011-876-2301
■ ㈱ 津田商店
［本社］ TEL：027-361-5287
■ ㈱ ウィズフォーメイション
［本社（福岡県）］ TEL：092-504-0124
［広島営業所］ TEL：082-545-0124

お求めは正規販売代理店まで

日本総輸入元：G-STYLE Co.,Ltd　TEL.04-7187-4405





好  評

発売中

パーツクリーナー
使用の必要がなく

 すぐに装着可能
そのため

■ 防食塗装（ハット側面部／ディスク端面）
■ 製品梱包（VCIペーパー／乾燥剤）
一般的な他社製品（防錆油塗布＋ビニール袋）と比較し、長期保管が可能

ディスクローター

ブレーキ鳴き止めグリス

シムの取り付け、 グリースの塗布で
ブレーキ鳴きに対する
しっかりした整備を！

MK KASHIYAMA CORP.
高信頼ブレーキ部品を世界へ

買ってね！

超売れてます！超売れてます！



https://www.basesystem.co.jp/
★弊社 HPはこちらへ
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